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日本バ ドミン トン協会

会長 本  田

秩 父宮妃 賜杯 ・労働 大 臣杯 ・ 第 24回全 日本 実 業 団バ ドミン トン選 手権 大 会 が 、か の本 居

宣 長 が愛 しん だ鈴 乃屋 を抱 い た 、緑 の城 下 町松 阪市 に お いて開催 され るに あ た り、全 国の

精 鋭諸 君 を迎 え ます こ とは誠 に欣 快 に た え ませ ん。 ご承 知 の ご と く、わが 国のバ ドミン ト

ン競 技 はユ ー バ ー杯 の保 持 をは じめ として 、世 界 に おけ る地位 は確 固 た る もの が あ ります

が 、 これ に は職 業 とスポー ツ を融 合 した実 業 団バ ドミン トン界の貢献 に よる ところ極 め て

大 で あ ります。

本 大 会 に お いて選 手 諸 君 の ス ポー ツに対 す る情 熱 と 日頃 の鍛練 の成 果 が 発揮 され 、す ば

ら しい熱戦 が展 開 され る もの と期待 してや み ませ ん。

つ

日本実業団バ ドミン トン連盟会長

米  沢

第 24回全 日本 実 業 団バ ドミン トン選 手権 大 会 を、歴 史 と緑 の町松 阪市 に お いて開催 す る

に あ た り、全 国の選 手 諸 君 と一堂 に 会す る こ とが で きます こ とは 、私 に とつ て何 よ りの喜

びで あ ります。 ユ ーバ ー杯 保持 国 で あ ります我 が 国バ ドミン トン界が 、 さ らに 発展 す るた

め に は職 場 に基 盤 を持 ち、職 業 とス ポー ツ を融 合 した実 業 団選 手 諸君 の たゆ まぬ努 力 と精

進 の成 果 が最 も期待 され る ところで あ ります。 優 秀 な選 手 諸 君 が ス ポー ツマ ン・ シ ップに

の っ と り日頃練磨 の実 力 を充 分 発揮 され 、す ぐれ た技 を競 われ る こ とを心 よ り期待 してお

ります。 終 りに 、本 大 会 開催 の ため 多大 の ご尽 力 をい ただ き ま した地 元関係 者 各位 に厚 く

お礼 申 し上 げ ます と ともに 、 この大 会 を通 じて各実 業 団相 互 の親睦 が よ り深 まる こ とを祈

念 して ご挨 拶 といた します。

さいあ

敏弘

・
ヽ

さあ い

滋

-1-

轟
ふ

い
|‐  十

胚,

購



歓 迎 の こ と ば

二重県バ ドミン トン協 会 会長

安 西 武 二

日本全国各地 か ら精鋭選手 を迎 えて第 24回 全 日本実業団バ ドミン トン選 手権大会 が開催

で きます ことは本県のスポーツ史上 かって ない`決挙で あ り、 さらに昭和 50年 には二重国体

が開催 されよ うとしてい る重要 なときにあた り本県 スポー ツの振興 と発展 のため誠 に意義

あるもの と確信 す る次第で ございます。

さてバ ドミン トン競技 は世 界最高の水準 にあ り、 その プ レー を眼の あた りに拝見で きま

す ことは県民一一人一人 が期待 と興奮 をもってみつ め ることで しょう。
′情熱 と真剣 な態度 を

モ ッ トーに 日頃鍛 えた技 と精神 力を遺感 な く発揮 されま して悔 いの ない試合 を展 開 され ま

す ことをそ して50年国体 には再度 この二重 の地 にこられます ことを期待 してお ります。

おわ りに本大会 が開催 され るにあた りご協 力ご支援下 さいま した関係 団体並 びに関係各

位 に対 し心 か ら感謝 の意 をささげ歓迎 の あい さつ と します。

歓 迎 の こ と ば

二重 県実業団バ ドミン トン協会会長

/Jヽ   月|  四   郎

昭和 50年伊 勢湾国体 を前 に、 ここ松阪市 において秩父宮妃賜杯第 24回 全 日本実業団バ ド

ミン トン選手権大会 が、 この よ うに盛大 に開催 され る運 びにな りま した ことは、私共一 同

最大の喜 び とす るところで あ ります。

本大会 も回 を重 ね るごと隆盛 の一途 を辿 り、今や世 界的 レベ ルの優 秀 な選手 を網羅 した

立派 な大会 に成長 して まい りま した。 そ して今 ここに、立派 な社会人で あると共 に、優 れ

たスポー ツマ ンで ある皆 さん と一堂 に会 して、心技一体 の妙技 を目の あた りに拝観す るこ

との出来 ます ことは、誠 に光栄 と存ず る次第で ございます。

ご承知 の とお り、本会場 は明年の二重 国体 バ ドミン トン競技会場 で あ りま して、いわば

本大会はその リハーサ ル大会 ともい うべ く誠 に意義 ある大会 と存 じます。

選手の皆 さん には、 この 6日 間、 日頃の精進 を十三分 に発揮 され栄冠 を目ざしご健 斗 あ

らん ことをお祈 り致 します。

終 りに本大会開催 に当 り、多大 なるご協 力を頂 きま した関係各位 に対 し、心 か らお礼 を

申 し上 げます。

-2-
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第30回 国民体育大会二重県実行委 員会会長

三重県知事 田  川  亮  三

秩 父宮妃 賜杯 ・ 労 働 大 臣杯 。第 24回全 日本 実 業 団 バ ドミン トン選 手権 大 会 が二 重 県 に お

いて開催 され るに あ た り、全 国各地 か ら選 ばれ た精 鋭 の み な さん と役 員 の か たが た を、心

か ら歓 迎 申 しあげ ます とと もに 、 160万 県民 を代 表 して 、ひ とこ と斗5祝いの こ とば を申 しあ

げ ます。

選 手 の み な さん は 、平素 、職 務 や 学 業 に励 むか た わ ら、体 育 に親 しみ スポー ツ を愛 し、

アマ チ ェア選 手 と して 、精 進 を重 ね て今 日の 出場 の栄 を得 られ たか たが たで あ りま して 、

その御努 力に対 して深 く敬 意 を表 す る次 第 で あ ります。

御 承 知 の よ うに 、本 県 は 第 30回 国民体 育 大 会 の 開催 を明年 に ひか えて “た くま し く あ
す をひ らこ う"の 大 会 テーマ の も と、県民 を挙 げ て その準備 を進 め てお ります。 この とき
に あた り、本 大 会 が開催 され ます こ とは 、バ ドミン トン競 技 の振 興 をはか る うえに 、 きわ

め て意義 深 い こ とで あ り、本 大 会開係 各位 に対 しま して 、深 く感 謝 を申 しあげ る次 第 で あ

ります。

お わ りに 、選 手 の み な さんの御 健 斗 と本 大 会 が成 功 裡 に終 了す る こ とを祈 念 して 、祝 辞

とい た します。

歓 迎 の こ と ば

松阪市長 吉   田  逸  良Б

第 24回全 日本 実 業 団バ ドミン トン選 手権 大 会 が こ ヽ松 阪市 で開催 され ます こ とを心 か ら

歓 迎 申 し上 げ ます。

松 阪市 は明年 開催 され ます “二 重 国体 "に お き ま しては 、バ ドミン トン競 技 をは じめ 、
ソフ トボー ル競 技 、 自転 車競 技 、山岳 競 技 (開 山式 )の 会場 地 と して現在 その準備 に市 あ
げ て努 力 してお ります。 この ときに本大 会 が 開催 され ます こ とは まこ とに意義 深 い もの が
あ ります。

松 阪市 は今 、二重 県に お け る中南勢地 域 の 中核 都 市 と して発展 を続 け て お ります。街 の

中央 に は松 阪城 跡公 園が あ り、その 公 園 内 に は市 が生 ん だ国学 者 本 居 宣長 翁 の 旧宅や その

遺 品 を収 め た記 念館 等 が あ ります。 また 、市 の誇 る特 産 品 と しては全 国的 に有 名 な “松 阪

肉"が あ り、 この機 会 に松 阪の姿 を広 く、深 くご覧 い ただ きます こ とを望 ん でお ります。
本大 会 に参加 され ま した選 手 の皆 さん は 、二重 国体 の 「 た くま し く、あす をひ らこ う」

の テー マ にお、さわ しい競 技 を展 開 され ます よ う全 市 民 と共 に心 か ら念願 いた してお ります。

なお準備 万 端不行 届 の点 も多々 あ ろ うか と存 じます が 、私 た ちの誠 意 の ほ どお くみ と り

下 さい ま して 、格 別 の ご協 力 を賜 ります よ うお願 い 申 し上 げ て歓 迎 の こ とば といた します。

さあ

-3-
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大 会 副 会 長

日本実業団パ ドミントン連盟会長

日本バ ドミン トン協会副会長

日本実業団バドミントン連盟副会長

二 重 県 パ ドミン トン協 会長

二重県実業団バドミントン連盟会長

米 沢

村 岡 四 郎

広 田 兼 敏

森 友 徳兵衛

松 下 正 寿

柴 田 勝 治

岸 田 文 男

橋 本 真 澄

有 賀 主 一

安 西 武 二

/1ヽ  り11  四  郎

梶 川 忠 夫

長 岡 栄太郎

長 島 文 夫

奥 田 清 晴

一ノ木 正 男

今 井 富 雄

安 田 己 敏

前 田 一 男

角 谷 武 夫

多 喜 正 男

牧 戸 喜 七

速 水   勉

長〈
〓

顧 田 村   元

長 井 源一郎

1ヒ 川 正 恭

清 水 英 明

小 林 芳 郎

小 林 郁 生

杉 本 金之助

奥 田 純 一

九 島 新 一

日 代 喜 己

杉 山 梅 一

中 尾   修

野 呂 恭 一

後 藤 土 男

山 下 正 夫

堀 田 輝 雄

石 井 秀 郎

西 出 清 三

藤 田 昌 広

大 辻   博

小 掠 安 生

山 口 末次郎

小 林 重 夫

小 泉 祐 次
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安 西 三四生

△
〓

口員

阪

問



竹 林   昇

松 浦 利 一

久 保   賢

大 田 典 雄

中 山 重 雄

山 中 俊 男

飯 田   淳

桓   元 生

山 田 哲 三

神 尾   博

辻 本 功 男

桜 井 秀 郎

山 田 春 夫

達   豊 雄

西 村 正 己

中 島 秀 郎

Jヒ  川   勇

森 上 照 生

中 西   実

中 尾 安 彦

高 山 良次郎

刀 根   貞

竹 谷 成 一

土 田 為佐務

前 川 久 雄

谷 本 保 男

森   隆 己

糀 谷 重 義

梅  田    ,青

森 井   正

見 間 文 郎

増 井 益 二

打 田 伊二郎

杉 本 幸 雄

三 好 利 夫

堤   和 雄

沼 田 千 春

小 坂 五 郎

油 田  浩

玉 置 正 己

浜 口 甚 蔵

松 岡   修

竹 川 善 一

前 川 弥太郎

小 島 幸 春

山 崎 新太郎

猪 木 弘 三

青木 万右衛門

乾   英 夫

梅 村 光 弘

竹 内 義 武

三 井 貞 司

鈴 木   実

大 田   多

川 口 清 一

高 杉 初太郎

祖 上 政 次

飯 田 勝 之

山 口 守 之

浜 野 美代松

井 ロ ー ー

旭   毅 雄

松 井   正

仲 谷   操

浜 村 清 人

松 本 光 郎

田 中 天 司

風 口   勲

山 路 岳 男

丸 木 秀 男

向 井 正 明

福 森   久

藤 森   健

表   修 治

川 口 浅 蔵

加 藤 聡一郎

久 保 和 雄

北 川 明 生

川 北 房 男

小 泉 国 夫

伊 藤 悦 男

中 山 重 雄

中 谷   茂

村 田   修

次

弘

実

手

治

一

敏

清

七

三

信

正

達

庸

臣

　

　

紋

門

葉

戸

田

岡

路

中

崎

鬼

七

木

牧

奥

高

山

野

出

九

与参

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
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競 技 委 員 長

競 技 副 委 員 長

記  録  主

任

任

係

任

係

掲   示   係

放   送   係

シ ャ ト ル 係

選 手 誘 導 係

南   善 雄

水 谷 貞 夫

前 村 治 美

市 川 琢 也

小 泉   通

香 川 孝 子

田 中 久 雄

片 岡 雅 章

永 野 部 弘

中 山   勉

阪 村 幸 代

坂  井  タカシ

岡 田 広 助

東 出 安 正

西 田 正 弘

西 城   博

谷  尚 憲

賀 川 彰 二

西 村 満 香

鳥 羽 正 明

来 光   均

中 西 栄 美

諸 田 秀 二

槙 野 散 雄

上 原 正 士

北     義  一

大 世 古  吉  弘

大 日 方    彰

伊  村     勇

野  呂    巽

種 村 正 夫

川 合 幸 夫

松阪工業高教員

川 口   晃

上 村 知 治

松阪工業高教員

松阪女子高教員

清 水 庄 市

田 中 英 俊

高 木 宗 夫

大 会 競 _技 役 員

日本バ ドミントン協 会常務理事

日本実業団バドミントン連盟副理事長

二重県バ ドミントン協会副理事長

二重県バ ドミントン協会常任理事

二重県バ ドミントン協会常任理事

二重県バ ドミントン協会常任理事

出 口 健 正

井 坂   弘

佐 藤 広 志

植 草   峻

日 駒 光 義

藤 崎 義 之

中 嶋   功

北 村 佐知子

中 村   進

小 林   親

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ

主
　
　
主

場
　
　
行

〈
バ
　
　
進

受   信

送   信

記  録  総

係

係

'舌

係

松阪工業高教員

導
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審   判   長

副 審 判 長

サービスジャッジ係

日本バ ドミントン協会常務理事

二重県バ ドミントン協会理事

二重県バ ドミントン協会理事

二重県バ ドミントン協会理事

二重県バ ドミントン協会理事

田 中 章 喜  野 口   勇

鈴 木 勝 美  多 賀 純 一

佐 藤 泰 理  石 原  明

松 井 宏 司  南 田 義 正

城   保 彦  森 川 三津夫

松 波   譲  中 橋 友 行

三 浦 正 司  広 沢 功 子

山 本 秀 和  山 口  香

古 沢 正 博  出 口  肇

大 倉   忠  安良城 雄 介

片 岡 久 範  河 原 賢 治

郭  秀 裕  松 田 五 雄

小 坂 友 子  増 井 孝 夫

伊 藤 正 之  吉 原  洋

二重 大 パ ドミン トン部員

二重 大 バ ドミン トン部員

松阪市バ ドミントンクラブ員

二重 大 バ ドミン トン部員

県高校 バ ドミン トン部員

二重 大 バ ドミン トン部員

県高校 バ ドミン トン部員

後 藤   守  井 沢   宏

伊  藤

浜 崎

安  田

山  田

吉  川

広  一

三 之 助

忠  矩

懇

正  弘

審主

鈴 木   勇

遠 藤 長 生

竹 田 勝 彦

津 田 正 勝

水 谷 悦 郎

町 田 守 正

下 田   勲

伊 藤 雅 昭

油 井 秀 男

上 前 成 人

佐々木 秀 一

長 江 新 八

滝   正 孝

服 部 広 美

ヽ

ヽ

後 藤 俊 彦  後 藤  久 安 藤   勲  木 下

笠 問   進

鈴 木 正 平

岩 田 有 二

松 田 大吉郎

小 林 信 行

北 村   保

長 谷 基 治

浜 口 久 裕

宮 崎 津多子

小 林   悟

審線

得 点 表 示 係

-7-
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″

整 備 駐 車 係

(第 1会場)      刀 根 宏 希  北 川 憲 一  村 田 長 稔  森 村 昌 宏

(第 2会場)      正 木   守  鈴 木 康 弘

(第 3会場)      前 田 隆 滋  山 出 芳 生

(第 4会場)      三 瀬   誠  沖 須 香 薫  土 方 一 夫  福 岡 重 記

小 阪  務 伊 豆 土 子 渥 美  健

練 習 会 場 係     松阪 商業高校  松阪 工業高校  殿 町 中 学 校  中 部 中 学 校

宿 泊 選 手 係    松 岡 正 直  牧 野 主 秋  阪 口 文 英  田 口  勝

村 田 宗 治  三 田 保 司  加 藤 利 夫  世 古 吉 孝

中 川  昇  林  正 謹

写  真  係    春 木 矯 良

輸  送  係   伊 藤  栄 前 田  充 二 見  博 中 浜 信 男

式   典

(主 任)        大日方   彰  (進  行)水  谷 貞 夫  (司 会)井 坂   弘

(合 図)       南   善 雄  (照明係)種 村 正 夫  平 田 欽 也

(表 彰)       西 城   博  野 呂   巽  (入場行進)浜 崎 三之助

(プラスバンド)    石 川   弘  (プラカード)平  田 欽 也

(集合誘導)      西 田 正 弘  小 林   親  横 野 敏 雄

(会 場)      川 合 幸 夫

イ



員役営運

総 務 委 員 長

総 務 副 委 員 長

庶  務  係

会  計  係

受付・案内・接待係

(松 阪 駅 )

(第 1会場 )

(第 2会場 )

(第 3会場 )

(第 4会場 )

宿   泊   係

会 場 美 化 係

(第 1会場)

(第 2会場 )

(第 3会場 )

(第 4会場 )

救   護   係

二重県実業団バドミントン協会理事長

日本実業団バドミントン連盟常務理事

二重県バドミントン協会常務理事

二重県パ ドミントン協会常務理事

本 田 鉄 夫

出 口  肇  西 田  隆  古 川 幸 -  1ヒ  ′‖ 長 生

杉 本 忠 夫

前 島 邦 彦  高 橋 克 彦  戸 上 臣 吾  世 古 和 弘

◎早 川 隆 史  山 口 隆 範  片 岡 正 好  黒 石 一 三

井 田 かおり  宮 本 弘 子  松阪市婦人会連絡協議会

O山 本   勲  西   秀 己  正 高 勝 彦  小 泉 貴美子

小 坂 久実子  松阪市婦人会連絡協議会

◎中 谷 和 正  鈴 木   明  道 瀬 茂 昭  福 井 順 子

河 内 明 美  松阪市婦人会連絡協議会

◎川 野 一 男  田 中 慎 司  中 り|1 逸 子  松阪市婦人会連絡協議会

◎徳 田  保  山 口 雅 生  萩原 里知子  松阪市婦人会連絡協議会

片 山 彬 嗣  木 村 正 夫  五 島 清 志  松 田 修 二

東 山 悦 子  辻   八重子

堀 川 路 子  珍 道 正 子

長 島 はる子  小 泉 洋 子

鈴 木 啓 子  丼 田 陽 子

上 田 ます子  松 村 洋 子  伊 藤 弘 子  川 合 節 子

伊  豆     晃

中  山  邦  夫

千 田 軍 二

長 谷 川    衛

任
　
　
係

主

　

務

務
　
　
総

総

ヽ

ヽ
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次式

開 会 式 (6月 25日 17:00)

1.役員選手集合

2.開 式 通 告

3.選 手 入 場

4.開 会 宣 言……大会委員長

5.国 旗 掲 揚

6.優 勝 杯 返還

7.開会あいさつ……大 会 会 長

8.知事あいさつ……・県 知 事

9.歓迎のことば……松 阪 市 長

……県バ ドミントン協会長

……県実業団バ ドミントン連盟会長

10.選 手 宣 誓

11.競技上の注意……競技委員長

12.審判上の注意……審 判 長

13.表    彰

14.閉 式 通 告

15.選 手 退 場

閉 会 式 (6月 30日 )

1.役 員選手集 合

2.選 手 整 列

3.開 式 通 告

4.成 績 発 表

5.表      彰

6.閉会のあいさつ……大 会 会 長

7.歓 送 の ことば・・…松 阪 市 長

8.国 旗 降 納

9 閉 会 宣 言……大会委員長

10.閉 式 通 告

11.選 手 退 場

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

諸 会 議 日 程 表

豊肌 程日

6月 26日 (水 )

6月 27日 (本 )

6月 28日 (金 )

6月 29日 (土 )

6月 30日 (日 )

8

8

8

8

8

団体戦 (男・女)試合開始

団体戦・個人戦試合開始

個人戦試合開始

ベ
バ :義 名

上
寸 間 場 所

理  事  会 6  ナ1  25  11 10 : 00  ^-  12 : Oo 市 役 所 5階 会 議 室

監 督 会 議 6  '1  25  11 13 :00  -   14 : 00 雨 役 所 5階 会 議 室

公
心 〈

バ 6  サ1  25  11 14 : 30  ^-  16 :00 市 役 所 5階 会 議 室

-9-
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J  ラケッL
ユーバー杯など世界のビッグ・ゲームで、数々の

勝利を獲得した、おなじみのラケット。日本はも

ちろん、世界のトップ・プレイヤーに使われ、厚

い信頼を寄せられています。ハイステンレスとい

う名前のとおり、シャフトに特殊ステンレスを使

用。一打一打に見られるしぶとい弾力は、まさに

筋金入りです。相手プレイヤーを圧倒する攻撃力

に加え、安定したディフェンスカも定評のもの。

高度なテクニックを思いのままにするこのラケッ電

バドミントンを冷静に科学するヨネックスならで

はの国際品です。ヨネヤマからヨネックスヘと変身

したわたしたちの活躍の場、それは世界のコート。

No9000ハ イステンレス

国籍は世界、ヨネックス。



「式  イ) 日、ヤ |11 表 (1)

会  場 1 第 一 会 場 (松 [高 ) 第 1会 場 (松 11) 第  llLl 会 場 (:卜 ‖
`中

)

26 &30Ю■5ヽTIり |∵ IΨ I∵ ≒
TIЧ
『 「ヽ |ヽ」1性∫|げ |げ |ちJ tt「 1場」|ツ LT∵ |『ヽ

1015-12.00 1tTIし TltTIM9Tlt∫
IЧ∫ |ヽ∫ ll∫ |ヽ∫ |ヽ

「
|ヽ∫ |ヽ∫ |ち∫ 1鶴∫ 1場∫ 1場

「
1場∫ |ち∫ 四

両T而下価百可面下
〕 139140114115116117118119124125126127128129135136137138

第 1 1345-15_30

凡「 15.341-17.15

第  1 会 場 (殿 中 )

MT
59

12 00  13 45 MT MT MT

LT LT LT

M TTM TTttTMT
79

MT
91

17.15-19.00

8.30--10.30

9.20--10 10

10.10-11 00

10 30  12 30

11 00  11 50

11 50  12 40

12 30  14 30

LTIMT
28 1 93

12 40 -13 30

13 30  14 20

14.20--15.10

15 1o-16 00

16 00-16 50

16 50- 17 40

17 40- 18 30

18 30  19 20

ヽヽ
― H―

J

¬
LIl 「

+
―

菫
． Ｔ

９

Ｍ

９

Ｘ

２

Ｘ

ｌ

匡
ト

寸

旦

↑
雪

一日
）



日本バ トミン トン協会検定合格

水鳥 フ アス トゴール ド

アス トシルバー

有限会社 ジャワ商会
営 業 所 山形市六 日町 7の 28

電話 山形 000333(代 )

フ

-12-
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ヽ
ヽ
、

試 合 時 間 表 (2)

日 場〈
バ

会  場 (松 高 )第 第 二 会 場 (松 :[) 第 二 会 場 〈殿中 ) 会 場 (中 部中 )l利第

（
第

´

＝

）

¨ 1 5 6

8.30--9.20 MD■
MD
2
MD
3
MD
4
MD
5
ＭＤ
６
MD
12

Ｄ

３

Ｍ

ｌ

Ｄ

４

Ｍ

ｌ

ＭＤ

‐５

Ｍ Ｄ

・６

ＭＤ

・７

Ｍ Ｘ

３４

LD
1

9.20--10_10
Ⅳ

‘

MD
8
MD
9

Ｄ

０

Ｍ

ｌ

MD
ll

Ｄ

４

Ｍ

２

Ｍ

ｌ

MD
19

Ｄ

０

Ｍ

２

Ｄ

・

Ｍ

２

Ｄ

２

Ｍ

２

Ｄ

３

Ｍ

２

LD
2
LD
3

」

４

LD
5
LD
6
LD
7

10 10- 11 00
25

Ｄ

６

Ｍ

２

Ｍ

２

Ｄ

８

Ｍ

２

Ｄ

９

Ｍ

２

Ｄ

０

Ｍ

３

Ｍ

４

Ｄ

‐

Ｍ

４

Ｍ

４ 糧
Ｄ

４

Ｍ

４

Ｍ

４ 8 勁
Ｄ

０

Ｌ

ｌ

Ｌ

ｌ

Ｄ

２

Ｌ

ｌ

Ｄ

３

Ｌ

ｌ

11.00-11 50 MD
31

Ｄ

２

Ｍ

３

Ｄ

３

Ｍ

３

Ｍ
Ｇ

Ｄ
５
Ｍ
３

Ｄ

６

Ｍ

３

Ｄ

６

Ｍ

４

Ｄ

７

Ｍ

４

Ｄ

８

Ｍ

４

Ｄ

９

Ｍ

４

Ｄ

０

Ｍ

５

Ｄ

・

Ｍ

５

LD
14

Ｄ

５

Ｌ

ｌ

Ｄ

６

Ｌ

ｌ

LD
17
LD
18

Ｄ

９

Ｌ

ｌ

11.50--12 40
Ｍ

３

Ｄ

８

Ｍ

３

Ｄ

９

Ｍ

３

Ｄ

６

Ｍ

５

Ｄ

７

Ｍ

５

Ｄ

８

Ｍ

５

Ｄ

２

Ｍ

５

Ｄ

３

Ｍ

５

Ｄ

４

Ｍ

５

Ｄ

５

Ｍ

５

Ｄ

４

Ｍ

６ 唖
Ｄ

０

」

２

LD
21

Ｄ

２

」

２

Ｄ

３

」

２

Ｄ

４

」

２

Ｄ

５

」

２

12.40--13 30 Ｍ

５

Ｍ

６

Ｍ
Ｃ

Ｄ

２

Ｍ

６

Ｄ

３

Ｍ

６

一
４０Ｄ

．

Ｍ

６

り

７

Ｍ

６

Ｍ

６

Ｄ

９

Ｍ

６

MD
70
MD
71

Ｄ

６

」

２

Ｄ

７

」

２

Ｄ

８

」

２

」

２

Ｄ

０

」

３

Ｄ

‐

」

３

13.30-14.20 Ｄ

２

Ｍ

７

Ｄ

３

Ｍ

７

Ｄ

４

Ｍ

７

Ｄ

５

Ｍ

７

40D
2
30D
1 鴇

Ｄ

７

Ｍ

７

Ｄ

８

Ｍ

７

Ｄ

９

Ｍ

７

Ｓ

７

30D
4

Ｄ

２

」

３

Ｄ

３

」

３

Ｄ

４

」

３

Ｄ

５

」

３

Ｄ

６

」

３

」

３

14.20--15 10 υ
０
Ｍ
８

Ｄ
・
Ｍ
８

30D
2
30D
3
30D
6
30D
7
MD
_12て

Ｄ

３

Ｍ

８

30D
5

Ｄ

４

Ｄ

５

Ｄ

８

」

３

Ｄ

９

」

３

Ｄ

０

」

４

Ｄ

・

」

４

Ｄ

２

」

４

Ｄ

３

」

４

15.10--16.00 30D
8
30D
9
ＯＤ
Ю
30D
ll
3ol)
12

ＯＤ
・３
30 Dl
16
3o D
17

Ｄ

８

Ｄ

９

Ｄ

０

Ｄ

‐

Ｄ

４

」

４

Ｄ

５

」

４

り
６
」
４

」

４

Ｄ

８

」

４

LD
49

16.00-16 50
Ｄ

２

Ｄ

３

Ｄ

４

Ｄ

５

40D
3
40D
4

Ｄ

６

Ｄ

７

Ｄ

８

Ｄ

９

Ｄ

０

」

５

Ｄ

・

」

５

Ｄ

２

」

５

Ｄ

３

」

５

Ｄ

４

」

５

Ｄ

５

」

５

16.50--17 40 301リ
30
30D
31
40υ
5
40D
6
40リ
7
40D
8 32

30υ
33

Ｄ

６

」

５

Ｄ

７

」

５

17 4o―-18 30
401'
9
401)
10

」

５

Ｄ

０

」

６ 61

日
　
（第
四
日
）

8 30--9
MS
1

Ｍ

２

MS
3
MS
4
MS
5
MS
6

Ｓ

５

Ｍ

ｌ

Ｍ

ｌ

一Ｍ Ｓ

・７

Ｓ

８

Ｍ

ｌ

Ｍ

ｌ

Ｓ

０

Ｍ

２

LS
1

」

２

LS
3
LS
4
LS
5
LS
6

Ｓ

２

」

２

Ｓ

３

」

２

」

２

Ｓ

５

」

２

」

２

Ｓ

７

」

２

9.10--9
7 8 9 10 11

ｂ

Ｚ^

Ｍ

ｌ

MS
21
MS
22

Ｓ

３

Ｍ

２ 24
Ｍ

２

Ｓ

６

Ｍ

２

」

７

LS
8
LS
9

Ｓ

０

Ｌ

ｌ

Ｓ

・

Ｌ

ｌ

Ｌ

ｌ

Ｓ

８

」

２

」

２

」

３

Ｓ

‐

」

３

Ｓ

２

」

３

Ｓ

３

」

３

9 50--10 30
Ｍ

ｌ

MS
14

Ｓ

９

Ｍ

２

Ｍ
３
Ｍ
３
Ｍ
３
Ｍ
２

Ｓ

８

Ｍ

２ 61
Ｍ
６

Ｓ

３

Ｍ

６

Ｍ
６ 13

Lb
14

Ｌ

ｌ

Ｌ

ｌ

Ｌ

ｌ 18
」

３

」

３

Ｓ

６

」

３

Ｓ

７

」

３

」

３

」

３

10.30--11 10
Ｍ

３

Ｓ

４

Ｍ

３

Ｓ

５

Ｍ

３ 圏
Ｍ

３

Ｍ

３

Ｍ

６

Ｓ

６

Ｍ

６ 端ダ
Ｓ

８

Ｍ

６

Ｓ

９

Ｍ

６

Ｍ

７

Ｌ

‐

Ｓ
に
」

２

」

２

」

４

」

４

Ｓ

５

」

４

Ｓ

０

」

４

Ｓ

ｌ

」

４

Ｓ

２

」

４

」

５

Ｓ

０

」

６

LS
61

11.10-11 50 Ｍ
３

Ｓ

０

Ｍ

４

MS
41 縣
４２

Ｍ

４

Ｍ

４

Ｍ

７

Ｓ

２

Ｍ

７

MS
73
Ｍ

７

Ｍ

７

Ｍ

７

」

４

」

４

」

４

」

４

」

５

Ｓ

・

」

５

」

６

」

６

」

６

Ｓ

５

」

６

Ｓ

６

」

６

Ｓ

７

」

６

11.50--12.30
Ｓ

５

Ｍ

４

Ｍ

４

５

７

Ｍ

４

５

８

Ｍ

４

Ｍ

４

５

０

Ｍ

５

Ｓ

７

Ｍ

７
Ｍ
７

Ｍ

７

Ｍ

８

M S
81イ

Ｓ

２

Ｍ

８

Ｓ

２

」

５

Ｓ

３

」

５

Ｓ

４

」

５

Ｓ

５

」

５

Ｓ

６

」

５

‘

λ

」

５

」

６

」

６

Ｓ

０

」

７

LS
71

」

７

Ｓ

３

」

７

12.30--13.10
MS
51

Ｍ

５

Ｍ

５

Ｓ

４

Ｍ

５

Ｓ

５

Ｍ

５

Ｓ

６

Ｍ

５

Ｓ

３

Ｍ

８

Ｍ

８

Ｓ

５

Ｍ

８

Ｍ

８

Ｍ

８

Ｍ

８

Ｓ

８

」

５

Ｓ

５

」

７

Ｓ

６

」

７

Ｓ

７

」

７

Ｓ
）
Ｒ

」

７

Ｓ

９

」

７

Ｓ

４

」

７

Ｓ

３

」

８

」

８

」

８

」

８

Ｓ

７

」

８

13 10--13 50 Ｍ

５

Ｍ
５

Ｓ

９

Ｍ

５

Ｍ

６

Ｍ

９

Ｍ

９

Ｍ

８

Ｓ

０

Ｍ

９

Ｍ

９

Ｓ

２

Ｍ

９

Ｓ

９

Ｍ

ｌ。

Ｍ

ｌ

」

８

」

８

」

８

」

８

」

８

」

９

30S
5

13.50--14 30
Ｍ

９ 評ヽ
Ｍ

９

Ｓ

８

Ｍ

９

Ｓ

９

Ｍ

９

MS
100
MS
lll｀

Ｍ

ａ

MS
l13 114 115

М
Ｈ

Ｓ

・

」

９

」

９

」

９

Ｓ

４

」

９

30S
6

Ｓ

５

」

９

Ｓ

６

」

９

」

９

」

９

５

２

Ｓ

３

-13-
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試 合 時 間 表 (3)

会 場 第 会 場 (松 高 ) 第 二 会 場 〈松工 ) 第 二 会  場 (殿中 ) 第 会 場 (中部中 )

２９
　

　

日
　
（第
四
日
）

融
号

1 zlslslrolrrl12 rzlr8 rslzo
14 30-15 10

MS
101

Ｍ

ｌ。

Ｍ

ｌ

Ｓ

４

Ｍ

ｌ。
MS
105
Ｍ Ｓ

・０６

Ｓ

２２

Ｍ
ｌ

Ｍ
ｌ

Ｓ

２。

Ｍ

ｌ

Ｓ

８

Ｍ

ｌ

Ｍ

Ｈ 号13
Ｓ

∞

Ｌ

ｌ

Ｌ Ｓ

”

LS
101

５

０２

Ｌ

ｌ

15 10-16.30
Ｓ

０７

Ｍ

ｌ

Ｓ

０８

Ｍ

ｌ

Ｍ

ｌ

MS
126′

５

２７

Ｍ

ｌ

MS
128

Ｓ

３６

Ｍ

ｌ

Ｓ

３５

Ｍ

ｌ

Ｓ

３４

蝋Ｓ

３３

Ｍ

ｌ

Ｓ

２４

Ｍ

ｌ

Ｓ

２３

Ｍ

ｌ

Ｓ

３
ll』LllL:J

３。

２

・３。

３16 30--17 10
Ｓ

２９

Ｍ

ｌ

MS
130

５

３２

Ｍ

ｌ

MS
132 1∫ YttY£ Y濡 鴨S3げ 396S391S 鵠

S13げ Ｓ

５

17 10-17.50 YA
Ｍ

‐４

Ｓ

３

Ｍ

Ｈ

５

４４

Ｍ

ｌ

Ｄ

ｌ 146 1 14711 148
Ｍ

ｌ

Ｓ

・ 48

17.50--18 30
MS
149

Ｓ

５０

Ｍ

ｌ ftt Y
3げ 3ば 3ば 3げ Ｓ

８

Ｓ

４

Ｓ

９

Ｓ

５18 30-19 10

３０
　
日

（第
五
日
）

8 30-- 9.30 Ｄ
４
Ｍ
８ 民ヽ

Ｄ

２

」

６

Ｄ

３

」

６

Ｄ

４

」Oυ
35

9 30-10 30
MS
153

Ｓ

５４

Ｍ

ｌ

Ｓ

０３

Ｌ

ｌ

Ｓ

０４

Ｌ

ｌ

Ｓ

７

10 30  11 30
Ｄ

６

Ｍ

８

Ｄ

４

」

６

Ｄ

６

11.30--12 30
MS
155

Ｓ

０５

Ｌ

ｌ

Ｓ

８

l ll 式

の

1.選手は試合開始 1時間前に到着し、責任者はそのむね進行係まで連絡をしてください。

2.コ ートおよび試合時間を変更することがありますから場内放送に注意してください。

3.競技区域内には競技者および役員以外は立ち入らないでください。

4.会場内は禁煙です。喫煙は指定の場所でしてください。

5.押物については各自の責任において管理してください。

彙思注大

MT  男子団体

LT  女子団体

MS  男子 単

MD  男子 複

LS  女子 単

LD  女子 複

30S  30代 単

30D  30代 複

40S  40代 単

40D  40代複

MX  混合複

ヽ
ヽ

ζ

-15-
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精緻。俊敏。この確かな手応え。
ロング0テーパード0シャフト。

従来のものよりさらに長くなった

クローム・テーパ=ド・シャフトの強靭性

が強力なバイブレーションを生み出します。

ゴーセン・ルバーRスワニーのロング・シャフトコンビ

がヒしいラケットワークを可能にし、世界のバドミントン

界を陵駕し、そのシャープで遅しい手応えを披露しま丸

●No.B65ゴ ーセン ルバード〔フレーム〕…
ONo.B60ス ワニー〔フし―ム〕タヤルクリフノfl
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鍾
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斌
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ゝ
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男 子 団 体 (MT)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

5,み盗挙1蒼 隔|≡
畳盤 朔il婁 暑|≡

軍義串種鮮1鷲奈襦にI

曹⊥菫.斃魯滉槃1亜
言爾榔環言1婁 療1亜

電 電 東 京 (東 京

石川島播磨重工 (東 京 )

住友金属・和歌山 (和歌山

不  二  越 (富 山

東京 トヨペット (東  京
新 日鉄・広畑 (兵 庫

トヨタ自動車工業 (愛  知
北 辰 電 機 (東 京

塩 野 義 製 薬 (大 阪 )

福 井 銀 行 (福 井 )

日本石油・根岸 (神奈川 )

豊 田 織 機 (愛 知 )

安 立 電 気 (東 京 )

三菱自工・京都 (京 都 )

正馨穆瀧言1雙 曇|
高 岡 市 役 所 (富 山 )

一九善石油・下津 (和歌山)

山 市 役 所 (岡 山)

神戸製鋼・尼崎 (兵 庫 )
城 県 庁 (茨 城 )

名 古 屋 鉄 道 (愛 知)

津 市 役 所 (滋 賀 )

日 本 化 薬 (東 京 )

士 通・会津 (福 島 )
三菱重工・長崎 (長 ‐崎 )
浜 市 役 所 (神奈川 )

三菱重工・横浜 (神奈川 )

三條機械製作所 (新 潟 )
いす 自ヾ動車・栃木(栃 木 )
島 津 製 作 所 (京 都 )

第一 中央汽船 (東 京 )

富士電機 。二重 (二  重 )
電 気 工 業 (東 京 )

三菱重工・名古屋 (愛 知)
海上自衛隊・舞鶴 (京 都)
富士重工・群馬 (群  馬)
福 井 市 役 所 (福 井 )

21

22

23

24

25

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

ν 省TT彗輝望障
誓響筆1『所1馨 需1亜 26

認糖嘲乗1曇 轟1亜
曇T繕ず]1奮 曇1亜

27

28

菫塁醤穫!箇息IE議 1亜
貨勇彊亀II曇 鷹1亜

:上香 川 県 庁 (香  川 )
電 近 畿 (大 阪)77
スワロー化研 (大 阪 )
昭和電工 。大町 (長  野 )
崎いす。自動車 (神奈川)

日立製作所・本社 (東 京 )
神鋼ファウドラ (兵 庫 )
新日鉄 。名古屋 (愛 知 )
田 駒 工 業 (石 lll)84

天 理 市 役 所 (奈 良)85
新 日鉄・ 釜 石 (岩 手)86
府 市 役 所 (山 梨)87
ク ラ レ 西 条 (愛 媛)88
富 士 市 役 所 (静 岡)89
鉄 1ヒ 海 道 (北海道)90
埼 玉 県 庁 (埼 玉)91
日産自動車・横浜 (神奈川)92
東 京 都 庁 (東 京)93
山陽国策パルプ (山  口)94

36

日 本 電 装 (愛 知)95
古河 金属工業 (兵 庫)96
秋 田 県 庁 (秋 田)97

37誓
日
r if目庫1言 認::
亘奎塁竃霞1稽雷1言 ⊇‖|

78

79

80

81

82

83

ノ

38

39

40

41

42

37宇 部 興 産 (山 口
三菱製紙・八戸 (青  森 )
電 電 北 海 道 (北 ,毎道

丸善石油・千葉 (千  葉
日産自動車・吉原 (静 岡
日本石油 。新潟 (新 潟 )
43ゴ ー セ ン (大 阪 )
三菱化成・四日市 (二  重
明 治 生 命 (東  京 )
三井造船・玉野 (岡  山 )
住友金属・鹿島製鉄(茨 城 )
大 日 日本電線 (兵 庫 )

電 電 東 海 (愛 知 )

小松製作所・粟津 (石  川 )

44

45

46

47

48

49

50

51 関東自動車工業 (神奈川

-17-
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トヨダの水鳥シャトルコック
日本パ ドミン トン協会 検定合格球
● トーナメン ト ホワイ ト ジェム● トーナメン ト ブルー
● トーナメン ト ブラックーー今年度公式大会使用球
●スタンダー ド プラック● トーナメン ト レッ ド
●スタンダー ド レッ ド●スタンダー ド バープル

トヨダのラケット
日本パ ドミントン協会推薦
●高級選手用●初級選手用

教材用レジャー用ラケット
詳しい資料はカタログをご請求下さい。

ヽ

優 良 バ ド ミ ン ト ン 用 品 総 合 メ ー カ ー

彗嚢ルヨ7ズf―グ
都 台 東 区 浅 車 橋 5-26-7
お問合 せ 。お申込み は

03(866)25:50(851)9409毬

河のよう

L
/ゝ
占

とラ少ッD
とσ涵芭〕

0いたげいており8す。

＼
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ヽ



ヨネックス・ポーッ (東

長 岡 市 役 所 (新

東 洋 曹 達 (山

住友金属・和歌山 (和

日 本 電 装 (愛

日立製作所・戸塚 (神

神戸製鋼・尼崎 (兵

東京・簡易保険局(東

三菱電機 。長崎 (長

トヨタ自動車工業 (愛

四 国 銀 行 (高

明 治 生 命 (東

松下電工・彦根 (滋

三菱電機・伊丹 (兵

スワロー化研 (大

神 奈 川 県 庁 (神

福 井 市 役 所 (福

女 子 団 体 (LT)

新日鉄 。名古屋 (愛 矢日) 26

車 体 (神 奈

丸善石油・千葉 (千

川島播磨重工 (東

不  二  越 (富

ラケットエ業 (東

下電工・伊勢 (三

光  学 (栃

辰 電 機 (東

名 古 屋 鉄 道 (愛

自動車工業 (神 奈

本州製紙・富士 (静

電 近 畿 (大

銀 行 (秋

東京 トヨペット (東

・神戸 (兵

京

　

　

潟

琴 平

レ

電 鉄 (香

滋 賀 (滋

|‖ )

賀)

葉 )

京 )

山 )

京 )

川)

重 )

木 )

京 )

知 )

川)32

岡)33

阪)34

田)35

京)36

庫

　

　

川

君

　

　

電

歌 山 )

矢ロ

奈 川

矢ロ

矢ロ

界

賀

庫

阪

奈 川

井

葉

京

庫

　

　

一示

信 組 合 (千

電 東 京 (東
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百 十 四 銀 行 (香

口



=ニ
ー末 ‐覆■2

ゴヤ
"f

総 合 結 婚 式 場
ヽ

ヽ

松阪市船江町奮③ 6781(代 )

国 道 23号 線
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“良 さ"のひ とつひ とつが

経済性につながっていく。

HONDA
ン

法定速度を守ろう。安全運転をしよう

二重 県ホンダ協会

・ -21-
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松阪肉

》

●一度名物の寿き焼をぜひどうぞ

二 重 県 松 阪 市 中 町

TEL 松阪 (2)3291(代 )

一冗

■阪Nド」L
オ
「
 牛

■内■
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一 般 男 子 単 (MS)

1本 間 順 次 (ト ヨ タ 自 工

2佐 藤 義 隆 (電 電 北 海 道 )
1

3 安 達 恵 吉 (三 菱電機福 山 )

“ ―
百 三 _静_イ ス  = =戯 _ヽ_

53池 田 文 昭 (ス ワロー 化石升
54末 広 秀 樹 (宇 條 興 産
55 鈴 木
56 大 島
57上 田 勉 (島 津 製 作 所

58永 井 龍 夫 (丸 善 石 油 )一里

59今 井 茂 満 ('可 崎 )

60岩 田  勇 (電 電 近 畿 )
61山 本 敏 彦 (福 井 市 役 所 )
62松 島 信 之 (ト ヨ タ 自 工 )
63 山 岡   満 (三 菱 電機福 山 )
64山 本 晴 通 (国 鉄 北 海 道 )
65 山 口   香 (富 士 電機二重 )
66栗 原 一 美 (茨 城 県 庁
67高 原 信 幸 (神 戸 市 役 所
68山 本 秀 和 (日 産 吉 原
69 堂谷内   均 (津 田 駒 工 業 )
70鎌  田   哲 (三 菱 重工横浜
71 小 林 信 行 (三菱化成四日市
72 穂 谷 真 弘 (丸 善 石油下津
73 酒 井   薫 (ゴ ー セ ン)

全 泉
谷 沢

勉 (高 岡 市 役 所)79
正 広 (富 士 通 会 津)80

厳 (富士重工宇都宮)   r~

広 (国 鉄 後 藤 )

孝 (新 日 鉄 君 津 )

15村 上敏行t石 鉄)81
ロデュItは 彊舞胤ご饉謂誌ぶ

和 田 議 一 (日 立 水 戸)132

昇 (電 電 近 畿)133

保 (三菱油化四日市)134

元 (国 鉄 北 海 道)135
25  L

哲 滋 (東 レ 滋 賀)136

順 治 (高 岡 市 役 所)137

法 男 (ス ワ ロー化研)138
和 大 (丸 善 石油千葉)139

義 正 (ト ヨ タ 自 工)140
哲 缶 (松 風 陶 歯)141

昭 夫 (秋 田 県 庁)142

照 男 (高 岡 市 役 所)143

輝 治 (三 井 造船玉野)144
啓 ― (平 塚 市 役 所)145

克 久 (本 田技研鈴鹿)146

丸

平 井 克 英 (河 崎 )147

89
― 東 茂 樹 (倉 庫 精 練)148

松 重 吉 (新 日 鉄 広 畑)149平

カロ 藤 保 利 (名 鉄 )150

口 敏 彦 (泉 自 動 車)151

野 和 雄 (三 菱重工長崎)152

政 文 (国 鉄 1ヒ 海 道)153
本 賢 二 (宇 部 興 産)154

藤   久 (富 士電 機三 ' 155
田 信 孝 (電 電 東 京)156

互[

田

オ|

山

本

田

藤

藤

原

里予

田

田

込

米

上

内
27 ,(

74 高 真
75 和 泉

;: 喜森最箭1旦菱製紙八警II亘

裕 (三 俣 機 械)一
一 l

78田 所 光 男 (電 電 東 京 )

-23-
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ミタ勢市

至伊勢市

(旧道 )
け  至櫛田橋

１ヽノ
”
『

ヽ

バ ドミントン会場

競

技

会

場

① 松阪高校体育館(開閉会式 )

② 松 阪 工 業 高 校 体 育 館

③ 殿 町 中 学 校 体 育 館

④ 中 部 中 学 校 体 育 館

練
習
会
場

③

松 阪 商 業 高 校 体 育 館

中部中体育館 (26.29.除 )

殿町 中体育館(26.28.29除



人間社会 の

動 脈 と神経 をつ くる

日

本   社

東京事務所

九 州 支 店

名古屋支店

仙台営業所

札幌営業所

尼 崎 工 場

箕 島 工 場

伊 丹 工 場

川 崎 工 場

熊 谷 工 場

大 阪 市 北 区 梅 田 7-3梅 田 ビ ル

東京都千代田区丸ノ内3-4新 目 藤 ビル

福 岡市天神 2丁 目:3-7福 岡長銀 ビル

名古屋市中村区堀内町 4-1毎日名古二会館

仙 台 市 名 掛 丁 91第 一 ビ ル

札 幌 市 Jヒ ニ 条 西 4-1 北海道ビル

尼 崎 市 東 向 島 西 之 町 8

和 歌 山 県 有 田 市 箕 島 663

伊 丹 市 池 尻 字 貝 築 1-1

川 崎 市 日 進 町 1-2

熊 谷 市 大 字 新 堀 字 北 原 1008

大 阪 06-313-i261(大 代表)

東 京 03-216-i"1(大代表)

福 岡 0"-76-7481(代  表)

名古屋
052-尉
に :甑■:

仙 台 922-箔-574:(代 表)

札 幌 012-24-3663(代 表)

大 阪 06-4il-1551(代 表)

箕 島 07378-415:(代 表)

伊 丹 0727-72-8181(代 表)

夕1崎 044-22-7571(代 表)

熊 谷 0485-32-2311(代 表)

-25-
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本年度各選手権大会指定ネット

く今大会使用中)

いつも安心しそプレーの出来る

丈夫で長持 のす るネ ッ トです。

是非 ご指命 ご愛用下 さい。

ミセキネット製作所
T E L 04804(2)0379 〒340-01

Y.M.ミセキネット

テ ニ ス ・ ノ` レ ー ボ ー ル

サ ッ ヵ ― ・ ハ ン ドボ ー ル

バ ス ケ ッ ト・ バ ドミン トン

卓   球   ・  野  球

各 協 会 檀
■ 公 認 ネ ッ ト

スポーツ用ネットの専門メーカー

何んでも御相談下さい。

ゴルフ用ネット・体育館防常ネット



一 般 男 子 複 (MD)

河 村・今 泉 (高 岡 市 役 所 )

幸 野・滝 本 (丸 善 石油千葉
笠 間・出 口 (神 鋼 電機鳥羽 )
武 田・正 岡 (豊 田 織 機 )

鎌 田・古 谷 (三 菱 重工横浜 )

岩田勇・小 野 (電 電 近 畿 )
田 児・里予 本 (電 電 東 京 )

1

豚 座・森 田 (大 日 日本電線トヱ

小 林・山 口 (三 菱 電機長崎 )
鈴 木・安良城 (三菱油化四日市

3

芳 上・上 野 (三 井 造船玉野 )

鷲 尾・水 ′||(ス ワロー 化研 )

米 田・山 下 (金 沢 市 役 所

ン 松 田・ 郭  (本 田技研鈴鹿卜二

川 村・辻 本 (住友金属和歌山 )
松島保・松島信 (ト ヨ タ 自 工 )

富 永・鈴 木 (明 治 生 命 )

高 橋・阿 部 (新 日 鉄 阿 部 )

自井規・白井年 (海 自 隊 舞 鶴 )

,r A'6 ff(E L ,f o:;-!
山田好・山田元 (国 鉄 Jヒ 海 道

池 田・尾 崎 (電  々 東 京 )
南 田・松 居 (ト ヨ タ 自 工)

浅 利・斉 藤 (三 菱 製紙 八戸)―■

新 津・田 中 (甲 府 市 役 所

開 キ・岡 田 (天 理 市 役 所 )

笠 井・古 郡 (富 士 市 役 所

末 広・,可 添 (宇 部 興 産 )

伊 藤・小林悟 (三菱化成四日市 )
畑 ・山 崎 (不  二  越
遠 藤・浅  見 (ス ワロ ー 化研 )
堺 ・菅 原 (河    崎

高 原・幡 中 (神 戸 市 役 所

久保田・猪 股 (埼 玉 県 庁
山 口・下 田 (富 士 電機二重
岩 永・馬 場 (三 菱 重工長崎
木 村・遠 藤 (電 電 北 海 道

京 屋・佐 藤 (日 石 根 岸

笠 井・水 上 (福 井 銀 行

奥 野・菅 井 (新 日鉄 名古屋

戸井田・藤 田 (住 友 化学菊本
佐 藤・山 本 (1ヒ 辰 電 機

村・牧 野 (高 岡 市 役 所 )

橋・青 山 (三菱重工名古屋 )
田・巻 渕 (東 京三洋電機)

岩田昇 。中 島 (電 電 近 畿 )
増 井・小林信 (三菱化成四日市 )
人 間・涌 井 (東京 トヨペット)
田・山田篤 (国 鉄 1ヒ 海 道)

野・山 本 (大 日日本電線 )

内・田 中 (丸 善 松 山)

関 ・宮 本 (日 本パルプ米子 )

丸 山・池 田 (ス ワ ロー化研 )

15
滝  ・西 島 (富 士 フイルム)
波・沢 田 (三菱重工名古屋 )

.jヽ林―・小林敏 (電 電 東 京)
16
富 田・古 り||(東 レ ・ 滋 賀 )

木 村 。遠 藤 (秋 田 県 庁 )

鈴 木・米 山 (三 條 機 械 )

河 原・岩 田 (本 田技研鈴鹿 )
三 上 。大 島 (富士重工宇都宮 )
上属吾.穏 碁i死馨葛j千島
平 井 。今 井 (河    崎 )

米 沢・米 原 (高 岡 市 役 所 )

加 藤・菱 田 (名 鉄 )

市・山 下 (ゴ ー セ ン)

中 野・ 辻  (三 菱 重 工長崎 )
和 田・本寸 谷 (日 立 水 戸 )

金 子・ 平 (横 浜 市 役 所 )

藤・服 部 (富 士電機二重 )

田 所・浜 谷 (電 電 東 京 )

竹 原・竹 内 (電 電 近 畿 )

吉 田・佐 藤 (新 日 鉄 君 津 )

平 山・赤 塚 (電 電 北 海 道 )

平 ・堀 日 (天 理 市 役 所 )
大 倉・Jヒ オす (三菱油化四日市 )
堂谷内・木 下 (津 田 駒 工 業 )
竹 俣 。大 原 (東 京 都 庁 )

山 岡・占 部 (三 菱 電機福 山)

23斉
藤・ 泉 (日 石 根 岸 )

執 飽・平 松 (新 日 鉄 広 畑 )

19青
木・谷 沢 (富 士 通 会 津)

項 1:掛城
水
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１

２

３

４

５

６
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ノ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22
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24

25

26

27

28

0
30

31
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42

43
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本 間・谷 口 (ト ヨ タ 自 工 )

21

66

45

46

67
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多角的な動きが軽快にスムーズにできる高性能マシン

特殊 デザイン底で安定したフットワークを支 翡
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子女 単 (LS)

:筆 士董章1曇喜
′
灘雛精1亜

1湯 木 博 恵 (,可
2木 ナ|1祐 子 (横 浜 市 役 所
3 高 屋 美直子 (羽 後 銀 行

6多 田 彗 子 (福 井 市 役 所

7林  慶 子 (日 本 電 装
8 楠 瀬 美佐恵 (四 国 銀 行
9 仲 西 喜美代 (ス ワ ロー化研
10 佐久間 稚 子 (ヨ ネ ッ ク ス
11牧 野 睦 美 (三 菱電機伊丹
12り |1田 啓 子 (三 ツ 葉 電 機
13山 本 民 子 (不 二 越

14池 田 静 江 (ト ヨ タ 自 工

17楠 瀬 順 子 (四 国 銀 行
18沼 能 久 子 (旭 光 学

19村 木 悦 子 (本 田技研 鈴鹿
20今 田 真知子 (電 電 東 京
21小 浜 孝 子 (三 菱電機長崎
22 佐 古 与吏子 (電 電 近 畿
23秋 山 陽 子 (日 立 戸 塚
24 田 所 静 子 (高 松 琴平電鉄

互景
谷
量画季1置 ittT『馴露
亜三喜
矢
醤襲重1昌Υ∵劉話

24 異 昇 瑞
美
羹1業
ヨ
 1自 通| ::

石 崎 茂 子 (電 電 東 京)54

寺 見 みど里 (ク ラ レ 岡 山)61

中 田 良 子 (羽 後 銀 行)66
田 美 加 (河 崎)67

目 黒 江里子 (ス ワロー 化研 )72

谷 優 子 (ト ヨ タ 自 工)75
田 裕 子 (住友電機和歌山)76

山 恵美子 (日  本 電 装)91
石 原 英 子 (高 松琴平電鉄)92
横 田 かすみ (1ヒ 辰 電 機)93
高 崎 弘 子 (三菱電機・伊丹)94
岸 美代子 (三 ツ 葉 電 機)95
川 恵 子 (不  二  越)96
恵 子 (本州製紙・富士)97

藤 ひろ子 (電 電 東 京)98
山 田 美根子 (三菱電機・長崎)99

田 口 省 子 (日  立 戸 塚)lo4
野 村 奈保子 (ス ワロー化 研 )105
竹 中 悦 子 (ヨ ネ ッ ク ス)106

山奇

1

3

4 互員暫謂軍泄臭み割髯

ン
1夏 里濯腫1森 TT生ロ

5

7

8

9

13

互尖曇行き章1會TT・夕要|;|

27天 野 広 美 (1ヒ 辰 電 機
28 尼 崎 初 子 (三菱電機 。伊丹
29 青 木 恵津子 (旭  光  学
30藤 井 尚 美 (福 井 市 役 所
31斉 藤 康 子 (三 菱 電機長崎
32貴 田 絹 子 (ス ワロー化研
33 坂 口 千恵子 (電 電 東 京
34三 田 明 美 (ク ラ レ 岡 山
35′Jヽ 林 洋 子 (ト ヨ タ 自 工
36塩  田 みどり (石 ′ll島 播 磨
37 京 田 恵津子 (黒  谷  帥

イ  38森 川  文 (四 国 銀 行
39宮 崎 洋 子 (松 下 電工彦根
40 宮 本 小夜子 (1ヒ 辰 電 機
41柴 山 きよ子 (カ ワ サ キ
42 餌 取 貴美子 (電 電 近 畿
43西 田 淑 子 (不 二 越

44 湯 川 泰 子 (住友金属和歌山
45布 上 茂 美 (ト ョ タ 自 工 )
46佐 藤 厚 子 (羽 後 銀 行 )

舅鳥哲繁章1辱凸轟露巨
互量倉聾美章1臭

ワ
∫ず撃|::

珂 翼 型炒 ¶1器

岩 崎 映 子 (1ヒ 辰 電 機)79
i  横 尾 節 子 (神 奈 川 県 庁 )80
67け 酒 井 澄 子 (住友金属和歌山)81
山 本 弘 子 (豊 田 織 機)82
三 浦 佳 子 (羽 後 銀 行)83
宇 都 裕 子 (カ ワ サ キ)84
宮 代 文 江 (日 立 戸 塚)85
村 正 枝 (福 井 市 役 所)86
井 由美子 (旭  光  学)87
久保田 嘉 代 (電 電 近 畿)88

14

38

::薯 昇曇言1稟詰こ恣里1亜
旺 遠 藤 美智子 (関  東 自 工 )
50松 若 敦 子 (豊 田 織 機 )

誌撃醇妥ミ王1呈ラモil:雪み輝巨

正唇寓朝章IT∫夕竃里11:
1 1 詈 警 季1笛

下
冒
工
裏
彦
揖ll::

53 相 沢 マチ子 (ヨ ネ ッ ク ス)

-29-

井 清 子 (松 下電 工彦 根)68
ナ|1東 秀 美 (百 十 四 銀 行)69



コートに冴える。快心のプレー !
Go:d star Badminton for champion
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日本バドミントン協会推奨

GSoパ ドミントン

釣 鐘 ]E業 岡山 (0862)24-5341  東京 (仮営業所 )(03)875-3562  大阪 (06)779-7361
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一 般 女 子 複 (LD)

1 竹 中・相 沢 (ヨ ネ ン ク ス

2 小 黒・小 林 (長 岡 市 ′支所

3 石 り||・ 糸 井 (東 京三洋電機

4佐 古・吉 田 (電 電 近 畿

5 平 松・竹 内 (新 ‖鉄 。名古屋

6江 田・′jヽ 池 (1ヒ 辰 電 機

7 小 西・村 田 (川崎重工・神戸

8 加 藤・鈴 木 (本州製紙・富士 )

9 小 浜・山 田 (三菱電機・長崎

10 柴 山・宇 都 (河

H竹 野・榊 原 (日 本 電 装

12森 川・楠 瀬 (四 国 銀 行 )

13大 井・西 田 (不 二 越 )

14 青 木・増 山 (旭   光  学 )

15 新 楽・岡 島 (東京 トヨペット)

の
大 木・遠 藤 (関 東 自 工 )

17 高 崎・尼 崎 (三菱電機・伊丹 )

18池 田・宮 内 (ト ヨ タ 自 工 )

19秋 山・宮 代 (日 立 戸 塚 )

20永 井・八 木 (神 鋼 ・ 尼 崎

21塩 田・佐 サ||(石 川 島 播 磨 )

22 小笠原・坂 11(電 電 東 京 )

23中 原・ 下 野 (東 レ ・ 滋 賀 )

24 宮 崎 。小 坂 (本田技研・鈴鹿

25三 田・寺 見 (ク ラレ・ 岡山

26仲 西・気 谷 (ス ワ ロー化研

27 山 本・古 賀 (新 日鉄・名古屋

28 小 川・高 松 (旭  光  学

29天 野・高 橋 (1ヒ 辰 電 機

30横 尾・小 り||(神 奈 川 県 庁

31三 浦・高 屋 (羽 後 銀 行

32 石 津・ 薗  (三菱自工・京都 )

33田 所・石 原 (琴 平 電 鉄 )

崎
　
田
　
田

・宮 本 (1ヒ 辰 電 機)34

・山 鹿 (神 鋼 尼 崎)35

・ /1ヽ 林 (ト ヨ タ 自 工)36

・川 島 (四 国 銀 行)37

・佐 藤 (羽 後 銀 行)38

・笠 井 (日 立 ・ 戸 塚)39

・松 若 (豊 田 織 機)40

・沼 能 (旭  光  学)41

・池 田 (河

。中 川 (不

崎 )42

越)43

・野 村 (ス ワ ロー化fI)44

・山 田 (松下電工・彦根)45

・出 日 (百 十 四 銀 行)46

・福 原 (電 電 東 京)47

・宇 野 (三菱電機・伊丹)48

・西 山 (日 本 電 装)49

・高 井 (1ヒ 辰 電 機)50

・酒 井 (住友金属・和歌山)51

・ 嶋  (本州製紙・富士)52

・中 山 (神 鋼 ・ 神 戸)53

・松 谷 (ト ヨ タ 自 工)54

・佐久間 (ヨ ネ ノ ク ス)55

・餌 取 (電 電 近 畿 )56

・佐 藤 ([1立 戸 塚)57

・大矢根 (琴 平 電 鉄)58

・り|1田 (三 ツ 葉 電 機)59

・宇田|||(石 ||1島 播 磨)60

。江 端 (新日鉄・名古暖)61

・朝 日 (三菱電機・伊丹)62

・中 村 (福 井 市 役 所)63

・野 中 (三菱電機・長崎)64

。今 田 (電 電 東 京)65

田

口

本

井

木

本

田

上

川 東

水

長谷川

林

田

′ll

石  川

内

上

我 妻

久保田

野

,甫

岸

,尺

杉 山

里子

多 田

斉 藤

-31-

崎

ヽ



世界の一流ブレイヤーに使われ、世界のコートで

熱い視線を浴びてきたヨネヤマが、名前を変えま

した。いま、こころも新たにヨネックス。世界の

レベルを決めるプランドに、ふさわしい名前です。

グローノウレな書きです。バドミントンを科学の目

でとらえるヨネヤマの、力強い変身。ヨネックス。

この 5文字が、ことばの違いを越え、国籍を越え

て、ひとびとの心をひとつに結びます。すでにも

う、世界のひとたちはかってのヨネヤマをヨネッ

クスと、そう呼びはじめました。さあ、あなたも。

N■9000
ハイステンレス

¥4′ 800(フレーム・ケース付 )

¥5′ 400(ヨ ネックスシープ張上・ケース付 )

劇
¬

編
「
１
１

L

国籍|  。ヨ
鳳

ヽ
お

ックス。]堀 lまけ

ヽ



30才 男 子 単 (30S)

二

春

療

戸

吉

幸

1吉 田 邦 男 (日 立 戸 塚 )

小 原 政 己 (,中 電 気 )

吉 上 貞 男 (ク ラ レ 西 条

4本 多 二 郎 (新 日鉄 釜 石)

5田 中 晋 義 (神 鋼 高 砂 )

6 田 丸 勝 己 (三 井造船玉野 )

7佐 藤  賢 (大 津 市 役 所)

8妹 尾 健 史 (塩 野 義 製 薬)

9鈴 木  蕃 (東 京 都 庁 )

10友 金 利 一 (神 鋼 尼 崎 )

11西 島 宏 昭 (吉 田 工 業 )

12 岡 野 隆太郎 (日  産 横 浜

13沼 里 敬 夫 (新 日鉄 名古屋

14山 市 散 造 (三 菱電機 長崎 )

15 林   厚 志 (山陽国策パルプ)

16山  下 延 行 (丸 善 石油下津 )

17星 野 義 昭 (電 電 東 京 )

18小 山 包 博 (神 奈 川 県 庁 )

19佐 藤 泰 理 (三 菱電機稲沢

20片 山 照 明 (塩 野 義 製 薬 )

21大 森 忠 尚 (新 日 鉄 広 畑 )

22佐 藤   勲 (住 友 化学 菊本

23梶 谷 将 人 (福 井 銀 行 )

24 五本木   茂 (安 立 電 気 )

25 松 井 弥寿男 (大 津 市 役 所 )

26 増 井 孝 夫 (三菱化成四日市 )

27宮 原 秀 三 (日 田 市 役 所 )

28・ 渡 辺 浩 一 (大 日日本電線 )

29渡 辺 晃 ― (富 士重工群馬 )

30 高 宮 茂之助 (三 菱 自工京都 )

31渋 井  明 (国 鉄 北 海 道

32 原 田 敏 成 (キ ャノン下丸子 )

33伊 藤 雅 昭 (電 電 東 海

34遠 藤 真 男 (甲 府 市 役 所 )

10

―

早

22

一

本

30

―
f・

川  博 (日 立 水 戸)36

元 宣 昭 (吉 田 工 業)37

屋 明 和 (大 津 市 役 所)38

津   勝 (甲 府 市 役 所)39

山 -15(塩 野 義 製 薬)40

田  稔 (東 京 都 庁)41

田 富 大 (新 日 鉄 広 畑)42

苫 孝 一 (住 友化学菊本)43

武 俊 ― (日 田 市 役 所)44

原   航 (三 井造船玉野)45

沢 正 雄 (三 菱 自工京都)46

野 章 二 (東 京 簡 保)47

野 邦 昭 (丸善石油千葉)48

木 勝 美 (三 菱電機稲沢)49

中 敏 之 (キ ャノン下丸子)50

保 雄 (丸善石油下津)51

木 勝 之 (三菱重工・横浜)52

田 恵 三 (甲 府 市 役 所)53

伯 良 治 (神 鋼 神 戸)54

井 秀 男 (新 日鉄名古屋)55

田 建 ― (日 本 IBM)56

形   武 (富 士重工群 馬)57

池 春 悦 (十 条製紙秋田)58

部 勝 美 (国 立舞鶴病院)59

谷 喜久男 (電 電 東 京)60

野 幸 雄 (十 条 製紙伏 木)61

橋 幸 雄 (ク ラ レ 西 条)62

谷 信 男 (ゴ ー セ ン)63

日 長 生 (,中 電 気)64

岡 康 臣 (山陽国策パルプ)65

藤  満 (日 石 根 岸)66

山 正 夫 (神 鋼 高 砂)67

田 正 勝 (新 日鉄 名古屋)68

崎 二 男 (1ヒ 辰 電 機)69

40

宮
　
斉
　
木

35堺   三 徳 (十 条製紙伏 木

-33-



ノメ

H(口DNDAは 無公害時代のノイオニ〃

《世界のホン分 を支えるホンダ

イズムとは,フェアプレイを上

台にした“先駆者の精神"です。

先人の追従でな<,あ <故でも
自らの手でよりよい製品をより

早<世に出すこと………それは

究極的にはスポーツ精神と同じ

“自分との闘い"です。

41本 田技 研 工 業 欄 鈴 鹿 製 作 所
二=ヨ昌鰤塾命令歴EJラヨF日ヨ

田丁1907  2,く 0593〉 78-1212 愚り513

-34-
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30才 男 子 複 00D)

:[津fi翼 盾麟日1・|[|コ

1 大 野・ 堺  (十条製紙・伏木 )
2田 日・/」ヽ 原 (,中 電 気 )

3岡 野・上 川 (日 産 自 動 車 )
4池 部・西 村 (舞 鶴 病 院 )

5 土 田・磯 山 (東 京 三洋電機 )

8本 山・片 山 (塩 野 義 製 薬 )

9森 谷・星 野 (電 電 東 京 )

10本 摩・北 川 (塩 野 義 製 薬 )
11 山 下・ 林  (丸善石油・下津 )
12 佐 藤・鈴 木 (三 菱電機・稲沢 )
13野 坂・村 井 (安 立 電 気)一_
14宮 原・春 武 (日 田 市 役 所)HI
15友 金・来 田 (神 鋼 ・ 尼 崎)一
16小 松・藤 井 (岡 山 市 役 所 )
17′ jヽ 橋・吉 上 (ク ラ レ 西 条 )

18 原 田・田 中 (キ ャノン下丸子 )
19小 山 。中 丸 (神 奈 川 県 庁 )

3

4川 田 喜 ― (安 立 電 気)

5 中 坪 暉 雄 (神 戸 製鋼 高砂
6水 ナ|1捨 夫 (岡 山 市 役 所 )

7 林   辰 夫 (ス ワ ロー化研 )
8 尾 崎 惟 信 (三 菱 電機神戸
9横 井 虎 男 (ク ラ レ 西 条

10増 田  稔 (国 鉄 大 井
H 明 珍   勝 (三 井 造船玉 野
12小 り|1精 市 (新 日 鉄 広 畑 )
13 高 橋 秀 夫 (三 菱 重工横浜 )
14山 崎 重 藤 (国 鉄 大 井 )

黒 崎・堀 越 (1ヒ 辰 電 機)20

林  (山陽国策パルプ)21

中・木 山 (神 鋼 ・ 高 砂)22

辺・山 形 (富士重工・群馬)23
里・津 田 (新日鉄 。名古屋)24

藤・三 苫 (住友化学・菊本)25

川 辺・松 橋 (秋 田 県 庁)26

_戸  沢・高 宮 (三菱自工・京都)27L~■
■___鈴  木・島 田 (東 京 都 庁)28

一――五本木・川 田 (安 立 電 気)29

釜 屋・佐 藤 (滋 賀)30

井 。青 木 (新日鉄 。名古屋)31

藤・窪 田 (甲 府 市 役 所)32

木・倉 田 (三菱重工・横浜)33

渡 辺・吉 田 (大 日日本電線)34
山 市 。江 原 (三 菱 電機長崎)35

西 島・岡 元 (吉 田 工 業)36
原・田 丸 (三井造船・玉野)37

40才 男 子 単 (40S)

イ

:[ i 言 ]|:if・:松in 井  譲 (国 鉄 後 藤 )

林 忠 信 (三 菱 電機神戸 )

葉 重 信 (住 友 化 学菊本)

田 正 毅 (平 塚 市 役 所 )

村   喬 (三 井 造船玉野 )
田 芳 麻 (電 電 近 畿 )

田   昇 (大 日日本電線 )
木  潔 (国 際 電 気)
口 金 夫 (ク ラ レ 西 条 )

本 武 利 (岡 山 市 役 所 )

平 和 三 (三 菱 電機神戸 )

藤 誠 彦 (東 京 簡 保 )

上 一 回 (神 戸 製鋼 高砂 )
島 泰 二 (大 村 市 役 所 )

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

戎

/1ヽ

千

和

鈴

谷

岡

-35-



33峰く本体〉これなら 1人で運べる

ネ ジ切 り能 力 15A-32A(%B～ 1/B)
電 動 機 特殊 シリースモー ター450W(%Hz
電 圧 100｀ /

主 軸 回 転 数 38r.p.m.(無 負荷時 )

機 械 寸 法 532(L)× 359(W)×300(H)
ベ ー ス 寸 法 515(L)× 285(W)

本 体 重 量

械占蟹縫 蘊

.｀

｀
実
、t、

本    社

東 京 支 店

名古屋営業所

福 岡 営 業 所

広 島 営 業 所

高 松 営 業 所

富 山 営 業 所

仙 台 営 業 所

札 幌 営 業 所

東大阪市本庄機工町96-B―         ● く06〉

東京都中央区 日本橋堀留町 2の 2 大和銀行 ビル 5階一
● 〈03〉 |

名古屋市中区錦 3丁 目 6の 10 大丸ビル 2階  ● 〈05沙 |

福岡市博多区博多駅南 3丁 目 3の 25-一―一――一-8

広島市本川町 2の 14の 19-――一
        ~8

高松市富脇町 2丁 目30の 41-―――一―一―一――一●

富山市西公文名町 5の 33-―――
~――一―――一-8

仙台市五十人町24の 5

661-0750・ 6055

951-8002・ 8003

く092〉 44-3016

く0822〉 92-5288

く0878)33-3020

く0764〉 21-6180

く0222〉 86-9372

く011〉 851-5746

パイプマシン 黒豹  50
パイプマシン 黒豹  80

ボル トマシン 黒豹 ボルター

パ  イ プ  レ  ン チ

ボ ー フレ ト ク リ ッ パ ー

ラ チ エ ッ ト レ ン チ

鉄 筋 カ ッ タ ー

ゼ ソ ト カ ッ タ ー

M C Cレ ン チ

ン キ レ ン チモ

tLtfilIEl3alzo---_-G

17コロロココ
ニュータイプ

観

ゴ

鶴

プ

ト∫

〕

【営業品目|



40才 男 子 複 (40D)

1

2

3

4

5

6

横 井・谷 口 (ク ラ レ 西 条|

明 珍・西 村 (三 井 造船玉野

山 崎・増 田 (国 鉄 大 井

中 坪・村 上 (神 戸 製鋼 高砂|

鈴 木・石 原 (名 古 屋裁判所 |

松 永 。,夫 井 (国 鉄 後 藤 )

脇・鈴 木 (国 際 電 気)7

水・高 橋 (三 菱 重工横浜)8

原・佐々木 (国 鉄 後 藤)9

本・水 チ||(岡 山 市 役 所)10

沢・後 藤 (名 古 屋 鉄 道)11

崎 。大 平 (三 菱 電機神戸)12

）　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ン

混 △
ロ (MX)

1 堺  ・湯 木 (河     崎

2 佐々木・高 橋 (東 京 製綱岩手

3山 崎 。中 川 (不 二 越

4 小林 (敏 )・ 福原 (電 電 東 京

5 石 津・石 津 (三 菱 自工京都

6吉 田・田 口 (日 立 戸 塚

7管 原・山 口 (ヨ ネ ッ ク ス

8 阪 本・坂 上 (松 下 電工彦根

9池 田 。石 崎 (電 電 東 京

10佐 藤 。岩 崎 (1ヒ 辰 電 機

11遠 藤・貴 田 (ス ワロー化研

12 小林(― )・ 伊藤 (電 電 東 京

13 松島(信 )・ 布上 (ト ヨ タ 自 工

14東 条・平 井 (高 松 琴平電鉄

15松 本・木 サ||(横 浜 市 役 所

16阪 井・中 村 (福 井 市 役 所 )

本・高 橋 (1ヒ 辰 電 機)18

上 田 。中 原 (東  レ 滋 賀)19

羽 石・坂 入 (旭 学)20

谷・坂 口 (電 電 東 京)21

下(保 )・ 池田 (ト ヨ タ 自 工)22

井・柴 山 (,可 崎)23

斉 藤・目 黒 (ス ワロー化研)24

木・小笠原 (電 電 東 京)25

畑  ・大 井 (不  二  越)26

小 山・横 尾 (神 奈 川 県 庁)27

木・金 子 (明 治 生 命)28

山 本・藤 井 (福 井 市 役 所)29

今 井・池 田 (河 崎 )30

崎・

'育

水 (電 電 東 京)31

平 賀・遠 藤 (東京 製綱岩 手)32

原・山 本 (不  二  越)33

水・ 薗  (三 菱 自工京都)3417田 所 。今 田 (電 電 東 京
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ツインシャフ トの採用は、従来のシングルシ

ャフ トに比べ、フレームとシャフ トとのひね

りを最少限に押 え、広範囲な打球面 を得 るこ

とによって、オールスチールの利点を最高に

生か し、自由自在なシ ョッ トを楽 しむことが

出来 るで しょう。

日本バ ドミン トン協会審査合格品
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第 24回 全 日 本 実 業 団
バ トミン トン選手権大会
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:工業株式会識
四 日市市大字六 呂見 928の 1

TEL(0593)45-1351(代 表 )



選 手 名 簿 (1)

イ

ン

県  名 事 業 所 名 監 督 名 選 手 名 宿 舎 名

北海道 電電北海道 伊勢  武 木村敏男・赤塚正三・平山三城 。中瀬幸記

古川孝行・遠藤好男・佐藤義孝

館

３４

旅

６

み

③

つ

Ｅ Ｌ

た

Ｔ

国鉄 Jヒ i毎道 渋井  明 東 政文・山田 元・山田好明・柴田賢治
山本晴通・山田 篤・渋井 明

館

３４

旅

６

み

③

つ

Ｅ Ｌ

た

Ｔ

青  森 三菱製紙八戸 平安 敏一 浅利龍徳・斉藤和則・伊藤英文・佐々木寿男
佐々木 悟・藤野勝治

鯛 屋

TEL ②  0151

岩  手 東京製綱ステールコー
ド

及 川 雅 義 及川雅義・笠神貞治・菊地 敏・高橋隆文
佐々木勇雄・平賀清吉・ 高橋千賀子・遠藤房子

館
６０
旅
②
山
ＬＥ

九

Ｔ

新 日鉄釜石 本 多 =貞「 高橋利行・斉藤謙―・高橋道夫・阿部哲夫
金子正一・橋本二司・熊谷 徹 。本多二郎

丸 山 旅 館
T E L ② 0760

秋  田 十条製紙秋田 熊地春悦
有 明 旅 館
T E L ② 3826

秋 田 県 庁 諄[力『   皇手貞β 木村敬次・舟山敏彦・遠藤昭夫・根津谷礼蔵

稲葉順二郎・川辺正勝・松橋 裕

有 明 旅 館
T E L ② 3826

羽 後 銀 行 細 谷 昭 次 中田良子・佐藤厚子・三浦佳子・高屋美真子

佐々木久美子・藤田京子

館
２６
旅
②
明
ＬＥ

有

Ｔ

宮  城 七十七銀行 高橋 祥允 高橋祥允・菊地 茂・寒河江一利・千葉健一
菅原仁二郎・星 高明

屋
９６

木
②ＬＥ

荒

Ｔ

福  島 富士通会津バ ド部 金子健一郎 谷沢正広・青木昭弘・佐藤昭男・篠崎俊久 荘
１４

町
②ＬＥ

殿
Ｔ

茨  城 日 立 水 戸 早り|| 博 早川 博 。本谷 進・菅野 孝・和田講一
村谷信之

菫
目 月

TEL ②  1844

住 金 鹿 島 江藤  伸 伴 順造・斉藤 勇・島林総蔵・岩堀久男
海藤 正

月

４４②ＬＥ
清

Ｔ

茨 城 県 庁 渡辺  一夫 塩田章夫・松下高輝・栗原一美・柄沢利行

鈴木 守・三原登美子
月

４４②ＬＥ
清

Ｔ

原 研 東 海 伊勢 武治 中島純子 ,青

TEL ②

栃  木 いす ヾ自動車栃 木工場 井 日  保 井口 保・石川 清・東田二三男・久保田昌之
坂田敏行

牛 銀

T E L ②  0404

富士重工宇都宮 永山  隆 康
実
隆上
野

一二
舘

・井上岩雄・大島 厳・田中 勇
・星 正章・高橋秀行

十 銀

T E L ②  0404

旭 光 学 羽石 武士 大貫 緑・藤井由美子・沼能久子・小川幸子
高松良子・青木恵津子・増山直子・羽石武士

坂八邦子

牛 銀

T E L ②  0404

群  馬 東京三洋電機 松田和人・巻渕政智・土田 登・磯山文孝
石川ヒロ子・糸井道子

館
３７
旅
②
島
ＬＥ

敷
Ｔ

富士重工群馬 渡 辺 晃一 渡辺晃―・山形 武・中條俊雄・坂口隆夫
高田 修・青木芳明

館
３７
旅
②
島
ＬＥ

敷
Ｔ

三菱電機群馬 茂木 正弘 茂木正弘・高橋勝美・小沢永一・栗原 弘
千田泰男 。米田 守・金山利夫

館
３７
旅
②
島
ＬＥ

敷

Ｔ

三ツ葉電機製作所 根岸美代子・川田啓子 銀
０４②ＬＥ

牛

Ｔ

山  梨 甲府市役所 古谷 利夫 遠藤真男・窪 田恵三・新津 勝・田中 登
古谷利大

銀 銀

T E L ②  0404

長  野 日召電  大 田丁 高 橋 武 治 山崎己良・問島利雄・邦須義博・薄井 治
福田喜一 。小林英彦

王 J子

T E L ②  1447

諏訪精工舎 里 見 良 三 大和昭雄・福永保人・塩川敏行・千野統雄 王 J子

TEL ②  1447

埼  玉 本 田 技 研 古 谷 利 男 村石正昭・藤田茂樹・斉藤次男・中沢 均
遠藤幸宣・藤田信夫・加藤雄三

Iミ     盾配    里予
TEL ② ∞34

埼 玉 県 庁 吉成 素彦 黒須 栄・久保田宇作・宮崎茂・内川雅博
永田喜雄・能登則男・猪股正人

野
３４“

蔵
②ＬＥ

武

Ｔ

-41-
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選 手 名 薄 (2)

ン

県  名 事 業 所 名 監 督 名 還 手 名 宿 合 名

埼  玉 日研化学バ ドミン トン
部

石 川 []富6 佐藤忠男・山口喜雄・吉田 司・岩崎 茂
小島達雄・吉村重和・石川二郎

jヽ    着屹    里予
T E L ② 0634

サ ンケン電気 酒 井 忠 義 薄田隆衛 it    着籠    里予
T E L ②  0634

泉 自 動 車 神 松口敏彦 野

３４

蔵
②ＬＥ

武

Ｔ

千  葉 丸善石油千葉 今井 勝昭
馬場 秀明

幸野邦昭・南村嘉男 。本間 実・浅利章悦
菊池栄幸・滝本和大・鯨岡雅男・斉藤 千代子
酒井美代子・堀切由美子・今関加代子

館
８０
旅
②
進
ＬＥ

協
Ｔ

新日鉄君津 吉 武 正 孝 吉田 寛・佐藤吉雄・佐藤明海・和泉 孝
永井信吾

山  本  屋
T E L ② 2030

君津信用組合 山 口 進 鹿島初江・伊藤玉江 。関根妙子・堀切正子 屋
３０

本
②ＬＥ

山

Ｔ

東  京 安 立 電 気 五本木 茂 鈴木誠一・山本 茂・野坂英樹・五本木茂
金子孝規・南 好雄・村井 清・川田喜一

閣
３２

松
②ＬＥ

翠

Ｔ

国 鉄 大 井 増 田 稔 1 山崎重藤・増田 稔 と

２８

な
②ＬＥ

み

Ｔ

キャノン下丸子 原田 敏成 1 原田敏成・田中敏之
と

２８

な
②ＬＥ

み

Ｔ

東 京 簡 保 伊藤 誠彦 沼田七郎・古明地正邦・吉野章二・武田公正
大室正治・伊藤誠彦・掩山みちゑ 。大沢由子
青木フ ミ子・武沢ヨシ江・渡辺八重子

日 本 化 薬 黒石 善治 柳 久男・吉沢寛治・杉村秀夫・柳内浩司 屋
６２

西
②ＬＥ

小

Ｔ

第一中央気船柳 登坂  洋 近藤 繁・福島由明・登坂 洋・鶴九憲四郎
谷岡応計・桑原信二・中村明夫

館
８５
月
②
楽
ＬＥ

水ヽ
Ｔ

日 立 本 社 斉 藤 裕 之 片岡考嘉・佐倉和明 。大谷二人・滝島健一
斉藤裕之・藤川光広・林 幸三

八  千  代
TEL ②  2501

東 京 都 庁 鈴木  蕃 鈴木 蕃・島田 稔・竹俣 明・本原政義
岩上昭一 。藤本 彰・福田 正

代
０１

千
②ＬＥ

八

Ｔ

北 辰 電 機 皓
男
正
二

葉
崎
千
黒

佐藤信夫・山本洋彦・堀越 進・阿部正行
平田 政治・明間隆三・堀川 誠・黒崎二男
横田かすみ・宮本小夜子・高橋美江・天野広美
宮崎映子・高井春美 。江田千恵・小池節子

ノヽ   千  イヽ
T E L ②  2501

国 際 電 気 鈴木 潔 森脇等夫・鈴木 潔

ヨネ ックス 梅野尾昌一 1 梅野尾昌―・竹中悦子・ 相沢マチ子・我妻たき子
1 佐久問雅子・大江京子・山日久美子・榎本紀子
1 箇原 薫

代
０１

千
②ＬＥ

八

Ｔ

カワサキラケ ット 堺  栄一 平井克英 。今井茂満・堺 栄一・角田重男
管原弘貴・川辺芳男・湯木博恵・柴山きよ子
池田美加・宇 部裕子・松谷京子・高坂和枝
長谷川幸枝

館
８５
”
②
楽
ＬＥ

永ヽ

Ｔ

東京 トヨペ ット 飯牟礼俊英 入間秀哲・涌井保夫・余ノ木勉・茂呂文雄
長谷川吉右・高岡仲幸・新楽のり子・岡島信子
秋谷京子・藤井節 子

閣
３２

松
②ＬＥ

翠

Ｔ

石川島播磨重工 オf田 俊 夫 浅井良伸・村田俊夫・鼓 輝明・塚本明男
前沢哲男・新江弘美・塩田みどり 。佐川陽子

関根 シズ江・福沢美知子・宇田川知恵子

閣

３２

松

②ＬＥ

翠

Ｔ

沖 電 気 佐藤彦次郎 佐藤邦夫・鈴木清―・池田秀美・板垣健二
山本博司・岡部 正・田国政行・田日長生
小原政巳

閣

３２
松
②ＬＥ

翠

Ｔ

明 治 生 命 宮 永 武 司 佐藤 賢・杉本伸文・池 潤―・二沢一進
鈴木英夫・大庭博之・宮永武司・青木美預子・

佐藤歌子・金子喜久江・倉橋智美・飯塚真理子

閣
３２

松
②ＬＥ

翠

Ｔ
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NKS MFB Ball Bearings

WORLD FAMOUS CARBON
SttEEL BALL BEARING

Ingenious Workmanship : Competitive Price : Quick Delivery

The MARUICHI SEIKO CO.,LTD.is the leading manufacturer in the

field of Carbon Stee! Bearings in Japan for more than 30 years,

and is proud of a good reputation for the finest quality of its products.

Its pride as"the leading manufacturer"is supported by the clients;

satisfaction for the ingenious workmanship and the competitive prices

for the appropriate purposes as well as for the quick delivery.

Our "NKS'and"MFB"Brand Carbon Steel Ball Bearings are

applied with our peculier process in carbonization and hardening,

for comparatively Low speed Revolution purposes and for comparatively

Light Burden purposes.

MARUICHI SEIKO CO., LTD. Matsuzaka.

Ｆ
・
Ｆ々
２
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ヽ
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ヽ
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選 手 名 簿 (3)

ン

県  名 事 業 所 名 監 督 名 選 手 名 宿 舎 名

東 京 明 治 生 命 宮永 武司 橋口なおみ・奥 和代

電 電 東 京 鈴 木 健 二 鈴木健二・池田信孝・小林―行 。小林敏行
田所光男・浜谷安裕・尼崎幹雄 。田児淳一

野本綱夫・森谷喜久男・星野義昭・石崎茂子
小笠原泰子 。今田真知子・坂口千恵子・清水礼子

福原友子・伊藤ひさ子

閣
３２

松
②Ｌ

翠

ＴＥ

神奈川 日 立 戸 塚 清水 誠一 吉田邦男・紅野理栄・秋山陽子・田口省子

宮代文江・佐藤正江・上田敏恵・古平君代
笠井宏子

み  な  と
T E L ② 0628

川崎 いす ヾ自動車 田中 正誼 波 博義・米須清一・神越 武 。手塚利男
佐々木孝治・佐山静治

九 八

T E L ②  3394

日産自動車横浜 大村   裕 桜田豊治 。大村 裕・岡野隆太郎・吉浪益三
竹村芳雄・今田守司・上川章

大

T E L ②  0957

日 産 車 体 佐草 純裕 高橋ひろみ・広瀬恵子・杉山圭子・石田寿子 八
９４②ＬＥ

丸

Ｔ

横浜市役所 安藤   保 金子英司・松本利喜夫・宍戸安治・中野孝司

平 敏 司・佃  要・斉藤英昭 。木川祐子
館
５８∞
旅
②
屋
ＬＥ

松

Ｔ

日 石 根 岸 京屋 孝 治 泉 信夫・佐藤幸男・京屋孝治・斉藤 満
平田正己・佐々木登・石津富夫

と

２８
な
②ＬＥ

み

Ｔ

新  日 鉄 寺本裕子 と

２８
な
②ＬＥ

み

Ｔ

神奈川県庁 中丸 靖元 小山包博・横尾節子・建部佳代・枡尾幸子
矢野村p子・小萩沢英子・小川恵子

三菱重工横浜 清水  武 鎌田 哲・古谷陽―・守口 茂・高橋保則
鈴木勝之・倉田豊二郎・加藤哲夫・高橋秀夫

清水 武
大     八
T E L ②  0957

平塚市役所 三 考 |■ | 石川正美・和田正毅・久保田清・杉崎正夫
三昔嘉雄・内田啓―・門倉政雄

八

５７②ＬＥ
大

Ｔ

関 東 自 工 味八木士郎
井上 忠久

山崎幸男・笠井教行・高橋 清・浅見 勇
阿部 誠・千場弘己・飯村 進・青田勢津子
大木さよ子・遠藤美智子・猪狩和子

剰千      月
T E L ②  2174

新  潟 三 條 機 械 松 田 英 夫 鈴木 袷・青木 明・池田英夫・米山 高 井
９０②ＬＥ

荒
Ｔ

長岡市役所 吉川 健二 小黒貞子・長部信子・永井より子・荒 本紀子
小林桂子・杉本れい子・西山絹子

家
６４②ＬＥ

花

Ｔ

石  川 倉 庫 精 練 中田 吉昭 東 茂樹

小松製作栗津工場 原 明宏 石川 ll●―・Jヒ  秀樹・東 海裕・桝野泰弘
原 明宏

屋
３７

出
②ＬＥ

中

Ｔ

金沢市役所 太田 博之 太田博之・池本和雄・米田幸生・山下散行

林 芳広
屋
３７

出
②ＬＥ

中

Ｔ

津 田駒工業 安江  勉 安江 勉・堂谷内均・木下一彦・竹鼻達夫
山本秀夫・寺田博人

屋
３７

出
②ＬＥ

中

Ｔ

富  山 吉 田 工 業 西島宏昭・岡元宣昭 晴
一

一

，

T E L ②  0241

十條 製 紙 大 野 幸 雄 大野幸雄・堺  三徳 晴
”
，

T E L ②  0241

富 山 県 庁 斉藤 俊明 斉藤俊明・水野正和・高島宗昭・西村美鶴

高岡市役所 中 山 邦 夫 河村博之 。今泉 勉・牧野光男・米沢和男
米原照男 。中山邦夫・関村順治

晴 ”，
，

T E L ②  0241

黒谷株式会社 京田恵津子 京田恵津子

-45-



男 の ドラマ を高め る英雄 た ち ……

円熟 した男の香 り……

新発売 ロイヤルエ ロイカシ リーズ

男 に香 る ……・ ェロイカシリーズ

マ ー ク され る男の

ダンデイマー ク Ⅲシ リーズ

ありがとうの輸を広げよう

今夏カネボウ化粧品からの提案です

より美 しい夏の粧いのために… 新 しいフ アンデーシ ヨン

ソワ ドレーヌステージカラー(L)誕生
エレカントに、女らしく

―
``つめたいファンデーシ∃ソ'

‐

祝
第24回全日本実業団 バ ドミン トン大会

バ与スうケ
`勇

ζ孝≧ネζ:員卓
特 約 販 売店

《くわすば》

却CCO
桑gπポロツ
宍ル[構名;ョ;』月導勇ヾ″5評ほΞ〒り8=器

美し設
=卜
場 劾 誨

カカギウ化粧品



選 手 名 簿 (4)

ン

県  名 事 業 所 名 監 督 名 選 手 名 宿 舎 名
富  山 不 二 越 永 原 昌 雄 永原昌雄・畑 栄進・山崎 功・池田政規

松井秀幸 。川 上洋一・山本民子・大井和美
西田淑子・中川恵子

土
日 喜

T E L ②  0241

福  井 福井 市役所 増 永 秀 則 増永秀則・阪井範行・ 山本故彦・小林長博
嶋 田伸 行・ 山部敏夫・吉村清―・ 多田慧子
藤井尚美・中村正枝・ 山口千鶴子

屋
６２

西
②ＬＥ

小

Ｔ

福 井 銀 行 梶 谷 イ子人 松浦信幸・笠川俊教・ 水 L誠二 館
７７

心
②ＬＥ

一　
Ｔ

静  岡 富士市役所 影 山 隆 亮 平野孝準・笠井憲一・菅沼友明・三井好美
古郡文博

館
２５
本
②
楽
ＬＥ

永

Ｔ

富士フイルム 滝  正孝 西島知彦・井出裕雄・滝 正孝・仲沢 豊
吉岡直彦

館
２５
本
②
楽
ＬＥ

水

Ｔ

日 産 吉 原 後藤  隆弘 川口茂広・ギ野哲司・酒井俊―・山本秀相
望 月吉広・後藤隆弘

館

２５

本
②

楽

ＬＥ

水

Ｔ

本 州 富 士 日丁[日 守正 町田真澄・森野秀子・渡辺正子・嶋 恵子
鈴木あつ子・加藤悦子

館
２５
本
②
楽
ＬＥ

水ヽ

Ｔ

愛  知 三菱電機稲沢 佐藤泰理・鈴木勝美

電 電 東 海 伊藤 雅昭 伊藤雅昭・伊藤正昭 。中川紀嗣・池田文彦
長江新八・ 水谷悦郎

名古屋裁判所 鈴木 勇・石原 明

三菱重工名古屋 カロ藤 忠昭 カロ藤忠昭・松波 護・沢田正夫・中橋友行
青山忠雄・小倉和幸・西村敏夫

館
２５
本
②
楽
ＬＥ

水ヽ

Ｔ

名 鉄 井沢  宏 村 上散行・山本良雄・加藤保利・菱田修 光
三浦正司・井沢 宏・後藤 守・内田みつ子
宝力京子・迫間真由美・角みどり。小原安子

つ   る  や
T E L ③  2420

日 本 電 装 長 生 杉 lL 修・森川三津夫・城 保彦・竹田勝彦
L前茂人・橋本充実・佐野典昭・西山恵美子
林 慶子・竹野信子・静原文子・竹内一枝

小  西  屋
TE L ②  7062

トヨタ自動車 板垣 善憲
堀   幸矩

本間順次・谷日 寛・松島 保・松島信之
松居宏司・南田義正・林伸一郎・池田静江
宮内すみ 子・布上茂美・松谷優 子・浦田由美子
小林洋子・菅俣すみ子

小  西  屋
T E L ②  7062

新日鉄名古屋 油 井 秀 男 奥野哲次・山本卓男・金谷義雄・千葉和義
奥野省三・菅井 孝・佐々木秀―・沼里敬夫
津田正勝・油井秀男・青木雄太郎・山本はるみ

杉山敬子・堺 僚子・江端幸子・竹内佐知子
古賀智子・平松順子

ゃ
２０

る
③ＬＥ

つ
Ｔ

豊 田 繊 機 上原 イ言彦 正岡洋三・武田正雄・山口清春・昴原輝次
山本弘 子・松若敦子

二  重 三菱油化四日市 古 ;|| 幸 一 北村 保・後藤幸孝・大倉 忠・鈴木正平
安良城雄介・ 安良城貞介・生川文彦

鶴     八
T E L ② 1406

本 田 技 研 河 原 賢 治 河原賢治・岩田有二・松田大吉郎・浜口克久
郭 秀裕 ・松田五雄・宮崎津田子・小坂友子
村木悦子  _

神 鋼 電 機 笠間 進・出口 肇

三菱化成四 日市 増井 孝夫 増井孝夫・小林 悟・吉原 洋・小林信行
伊藤正己・諸田秀二・田中英俊

鶴
TEL ②

八

〇６

富士電機二重 安藤  勲 山口 香・後藤俊彦・古沢正博・木下 豊
下田 勲・服部広美・後藤 久

八

TE L ②  1406
松 ド電工伊勢 11田  晴美 橋爪節子・磯部富久代・林八重子・宮本文代 鶴

TEL ②
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祝 第24回全日本実業団バドミントン選手権大会

トーア紡ポリプロ

トーアカーペッ ト

トーアテックス

東亜紡織株式会社泊工場

二重県四日市市泊小柳町 4番 6号
TEL 四日市(45)局代表 1171

ヽ

志
摩
磯
部

潮騒の秘境を行くパータレロード
伊勢志摩国立公園随一の展望と
パ ノラマ大食堂

鳥羽展望台
丁EL 059933-1890201

公社直営宿合

宿泊料(1泊 2食付)2700～ 3500円

鳥羽海の家

堅 子 荘
丁EL 05995C)2631

二 重 県 志摩 開 発 公 社

賦
凛



選 手 名 簿 (5)

イ

ン

県  名 事 業 所 名 監 督 名 選 手 名 宿 合 名

岐  阜 川 重 岐 阜 堀 田  実 高田秋男・只野 博・松岡竜三・堀田 実
大西正芳・田中充夫・石田 久

喜
３４②ＬＥ

満
Ｔ

京  都 `島
L田   勉 長岡喜久男・奥田俊次・ 上田 勉・藤江正則

甲良洋 一 若林 登・高安 博
松 屋 旅 館
T E L ② 0958

三菱自工京都 高宮梵之助 掛水一男・玉田高行・戸沢正雄・高宮梵之助
福井達男・石津正明 。西川裕昭・石津栄子

薗美恵 子

金  華  園
TE L ② 0387

海 自隊舞鶴 田野  栄敏 瀬野俊策・白井規久夫・田野栄敏・川村道厚
白井幸夫・田野博之

館

５６０
旅
②
尾
ＬＥ

松

Ｔ

国立舞鶴病院 池部勝美・西村rei修 園
８７

華
②ＬＥ

金

Ｔ

松  風 陶 石井 英雄 徳田 進・高藤哲岳・深谷幸雄 。伊佐恒雄 園
８７

華
②ＬＥ

金

Ｔ

京 都 消 防 脇阪  仲 園
８７

華
②ＬＥ

金

Ｔ

奈  良 天理 :lf役所 開キ 弘安 開キ弘安・岡田昇久 。平 敏明・堀日 稔 園
８７

華
②ＬＥ

金

Ｔ

滋  賀 東 レ 滋 賀 山中 保一 富田茂久・ 上田哲滋・野村邦夫・古川孝典
古川正行・山中保―・松居静一・金沢光子

中原ゆり子・下野稲 子・駒口百合子

た   こ  家
TEL ② H60

松 下電 11彦根 谷  和男 坂本博史・阪 上紀 rヽ美・山田敏子・宮崎洋子・

藤井洋 子
荘
５２
り
②
ど
ＬＥ

み

Ｔ

日本アイビーエム 宮田 健 ― 宮 田健一

大津市役 lllr 久保  宏 藤
尾
佐
平
賢・釜屋明和・松井弥寿男・田中正民

薫・西原四郎・山田杉男
荘
５２
り
②
ど
ＬＥ

み

Ｔ

大  阪 ゴ ー セ ン

シオノギ製薬

村谷 信男

本摩 恒利

村谷信男・竹市良雄・酒井 薫・山下寿美雄

本摩恒利・北川忠雄・本山一郎・妹尾健史
片山照明・西原義孝・三津山重徳

梅 庄

T E L ②  0401

電 電 近 畿

スワロー化研

三本  喬 竹原 茂・岩田 勇・小野健二・滝野公一
岩田 昇・中島真―・竹内 真・池田芳麻
久保田嘉代 餌取貴美子・佐古与吏子・吉田千恵美

林   辰夫 遠藤和男・鷲尾正一・丸山法男・浅見初男
水川九洋・斉藤雅仲・池田文昭・貴田絹子
仲西喜美代・気谷悦子・野村奈保 r・ 目黒江里子

梅 庄

T E L ②  0401

阪 急 電 鉄 岡田  栄 霞 孝久・野沢明雄・渋谷元己・市橋 茂
出田安隆・長沢秀信・西野 進

館
７７

心
②ＬＥ

一　
Ｔ

兵  庫 神 鋼 尼 崎 田
田

鍋
未
賢一

正雄
友金利一 。小泉淳―・浜野 孝・来田正雄
田中 至・田中紀久・三浦真一・永井睦子
八木鈴枝・楠田栄子・山鹿 りつ 子・梅田裕美
堀 滋美

屋
００

勢
②ＬＥ

伊
Ｔ

神 鋼 I喜 砂 中坪 暉 雄 田中晋義・本山正夫・中坪暉雄・村上一四 屋
００

勢
②ＬＥ

伊
Ｔ

神 鋼 神 テi 佐 f自  良′台 佐伯良治・竹内恵美子・中山豊子・室井孝子
武居妙子・谷久美子

荘
０４
み
②
づ
ＬＥ

い

Ｔ

新日鉄広畑 堤田 富夫 小川精市 。大森忠尚・塩飽 初・平松重吉
堤田富尤・長谷川幸弘

荘
２０４
み
②
づ
ＬＥ

い

Ｔ

三菱電機伊丹 山田

府k里予

也

夫

直

一

太田昭雄・金井秀―・山田直也・堀 英明
矢賀雅人・上藤朝之・高崎弘子・尼崎初子
牧野睦美・長谷川幸子・朝 日昌子・内田百合子

宇里予ス ミ江

圭
Ｈ 月

TE L ②  2174

神戸市役所 川 口 正 光 宮崎 稔・並木芳顕・竹内政己・高原信幸
幡中光栄・鍋島明雄・石井 修

館
５４９
旅
② ４Ｌ

らヽ

Ｅ

き

Ｔ
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一般建築資材卸販売
0セ メ ン ト    0ヤマハバス
0コ ンクリートニ次製品 0生 コ ン

大阪セメン ト株式会社
三重県特約販売店

④ 難西りIl松助商店
本店 二重県松阪市新町911番地
TEL(05982)② 5136

‐

橋 梁・水 門 0鉄 骨

松阪市大津町 1607の 1

TEL③ 1313(代 )



選 手 名 簿 (6)

ン

県  名 事 業 所 名 監 督 名 i菫 手 名 宿 舎 名
兵  庫 古河金属工業 山口  真 粟  守・上田政充・椎屋三年・平岡敬治

角 田正直・丸山和行・小谷勝男
大 鵬

T E L ②  3034

三菱 電 機 押 戸 尾 ulE信 ・ 4｀ 杯 芯 信 ・ 大 半 利 二 い づ み 荘
T E L ②  7204

大日日本電線 吉田  昇 豚座一利・佐野義則・ 森田幸男・ 山本健吾
大野憲―・狩集 功 。今井則明・渡辺浩一
吉田 昇

大 鵬

T E L ②  3034

神鋼 ファゥ ドラー 神谷  衛 大島国治・宝来明正・小林敏晴・柴田建一

前野工尋・鍬田敏治・千葉達夫
館
５４９徹②４

．ぅ

Ｅ Ｌ

き

Ｔ

川 重 神 戸 福田 京三 」ヽ西玲子・ 村田悦子

和歌山 住友金属和歌山 宇治  収 川村桂司・坂本 抗・宇治 収・辻 満彦
辻本 進・藤崎清―・竹中良人・湯川泰子
酒井澄子・堀 佳子・津田裕子

屋
６８

田
②ＬＥ

森
Ｔ

九善石油下津 林   保雄 志場 周・補戸春則・穂谷真弘・和久谷富章
上野健―・前田益孝・森  隆・山下延行
林 保雄

屋
６８

田
②ＬＥ

森
Ｔ

地崎工業和歌山 広野栄一 越前屋直行

鳥  取 日本パルプ米子 安田 徳郎 倉本仁司・岡 昭徳・宮本良博・森 上文子

国鉄 後 藤 井原平八郎 高真 応・木村和夫・浅 井 譲・井原平八郎
佐々木義政・松永恭昌

）宋 屋

TE L ②  1347
岡  山 岡山市役所 小松   貴 藤井英雄 。今東幸―・小松 貴・崎本明雄

時未 務・岡本武利・水川捨夫
鯛

TE L ②  0151
三井造船玉野 虻江  優 芳上一男・藤原 航 。上野輝治・田九勝己

松井 一・毛利利夫・町田謙―・明珍 勝
西村 喬

鯛

T E L ②  0151

クラレ岡山工場 三田明美・寺見みど里 鯛

TE L ②  0151

広  島 日本鋼管福山 曽根光夫 多田稔和・前田巧・田上義美・福谷武人 花
TEL

家
６４②

三菱電機福山 占部 栄一 山岡 満・安達恵吉・占部栄―・大 三井弘之
山田進一郎・安達喜茉・本村浩之

荒 井

T E L ②  2290

山  口 山   パ   ル 長 藤 俊 成 宮岡康臣・林 厚志 。長藤俊成・末田通典
吉田鉄夫・下村 進・辻中公人

野
３４

蔵
」 ②Ｅ

武

Ｔ

宇部 興産 伊藤 淳司 伊藤淳司・未広秀樹・河添忠夫・石川好夫
坂本贅二

野
３４“

蔵
②ＬＥ

武

Ｔ

興 亜 イi油 本山茂雄

東 洋 曹 達 渡辺  忠 嶋田文江・南佐代子・重永雅子・福谷弓子
石田真理子・国光悦子 。中村京子

武  蔵  野
T E L ② 0634

香  川 高松市役所 横岡 忠幸 阿部正信・岡崎和良・横岡忠幸・田中真一
野口利行・西池孝博・納田未広

館
８２

松
②ＬＥ

若
Ｔ

香 川 県 庁 河合  親 真鍋 剛・野須博文・小山光男・弾正原義春
岡田忠巳・柳原泰夫

館
８２

松
②ＬＥ

若
Ｔ

百十四銀行 増田 照夫 川東秀美・安藤清子・石井マ リ子 。長尾弥生
山内房子・山口豊子・植田しげ子

亭
２２

楽
②ＬＥ

快
Ｔ

高松琴平電鉄 東条 義 昭 田所静子・石原英子・薗浦孝子・大矢根靖子
平井佐代子・東条義昭

館
８２

松
②ＬＥ

若

Ｔ

愛  媛 丸善石油松山 森 田 孝 義 藤田峯斎・浜中 誠・永井龍夫・竹内洋雅
田中政剛・能田隆雄・森田孝義

代
０‐

千
②ＬＥ

八

Ｔ

クラレ西条 横 井 虎 男 吉上貞男・横井虎男・谷口金夫・小橋幸雄
三村一郎・田鍋光行

小  西  屋
T E L ② 7062
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アルミダイカスト・銑鉄鋳物

覇ト  イ鋳造所
松 阪 市 大 口 町 1162番 地 〒 515
電話 (05982)6-05■ ■代)

毎週休 2日 制 ′ 仕事は真険に 生活は楽 しく

Cや 2製侑所
ヒ社長  山  本   納

本 社 松阪市大口町1162 電話 (05982)3-2■ ■■代)
営業所 仙台・ 東京・ 名古屋・ 大阪 0福岡

ヽ

翼 聾 一 産 業 と生 活 を結 ぶ ―

昭和電線電績 閉 三 重 工 場

二 重 県 員 弁 郡 北 勢 町 麻 生 田 1326番 地
電 話 (059472)3■ ■ ■ (1代表 )



選 手 名 簿 (7)

県 名 事 業 所 名 監 督 名 選 手 名 宿 舎 名

愛  媛 住 化 菊 本 篠原 利光 三苫孝―・本田民次郎・戸井田誠・藤田健治
佐薙 勲・千葉重信・伊藤君男

八  千   代
TE L ②  2501

高  知 四 国 銀 行 田中 裕三 楠瀬美佐恵・楠瀬順子・川島有子・森川 文 み   な   と
T E L ②  0628

大  分 日田市役所 春武 俊一 宮原秀三・春武俊一 松 尾 旅 館
T E L ② 0656

長  崎 大村市役所 中島 泰二 中島泰二 ,両

T E L ②  0034

三菱重工長崎造船所 田中 貞夫 中野和雄・辻  優・福田良治・山口信行
岩永文隆・馬場重文・田中貞夫・柿本彰子

,商 喜

T E L ②  0034

三 電 長 崎 小林  正昭 長松保男・小林正昭・山日正博・川久保暢宏

下釜和則・吉田 司・山市蠍造・小浜孝子
斉藤康子・三谷富士香・山田美根子・野中三千子

i詭 喜

TEL ②  o034

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
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新刊書籍・ 雑誌・郷土刊行物

中 村 書 店
松阪市 日野町 電話 2-050フ 番

△
石
大権手観送／ヽ

迎

外
ヽ
ヽ
ヽ
ビ
ド

゛
ヽ
■
■

■
′
′団日全回２４第

ゴルフ用品・カツプ 0卜 ロフイー

Y◎NEK"リサ串リケット J■肇チ

F」 ヤ″ガ =リ
本 店  松 阪 市 新 町 3丁 目 918

8松 阪 (05982)2-■ 848・ 2-6フ 06
駅前店   松  阪  市  京  町  ( 松  阪  駅  前  )

ニ ュー デパ ー トダイカイ 4Fス ポー ッ用品売場
a松  阪 (05982)3-9658

津  店
  馨  理 (譴92123-2と 33(津

新町通 り )



第 1会場 (松阪高校体育館)平 面図 1階
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第 1会場 (松阪高校体育館)附近の配置図
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建   設   業

建設大臣許可 (特
-48)第 1508号

ゴヒ 村 組

(本 社 )

(支 店 )
(出張所 )

取締役社長」ヒ 本寸 邦 一

二 重 県 松 阪 市 中 央 町 306-1

8松阪 105982)2-3400代 )

大 阪 。名 古 屋・尾 鷲

津・熊 野・枚 方・浜 松

ノミぶ。
キ
、

ト

ホンダ2輪
鈴 鹿 市 道 伯 IB丁2204番地

04輪ホンダ
TELフ 8-2■ 22

向丼自動車販売 ltl

予 約 1日 車 検
鈴鹿市三 日市町 1901-5 電話 フ8-■ 464
民 間 車 検 工 場 向 井 自動 車 商 会

ヽ



第2会場 (松阪工業高校体育館)平面図 1階

第2会場 (松阪工業高校体育館)附近の配置図
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冷暖房・給排水衛生工事 0設計施工

曇 第一水道工業所

松阪市西町 a代②6317

ヽ

よ うこそ松 阪へ

御
　
椰
釧

第24回全日本実業団バトミントン選手権大会

「
判
本
堂 薬

店 松阪市 日野町 (駅前通 り)



ン

第3会場 (殿町中学校体育館)平面図 1階

第3会場 (殿町中学校体育館)附近の配置図
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桝 田建 設
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式会社

取締役社長 房之助

松 阪 市 大 黒 田 285
電話 松阪(05982)2-10390
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第4会場 (中部中学校体育館)平面図 1階

第4会場(中部中学校体育館)附近の配置図
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開会式入退場方法及び式場整列隊形図 (松阪高校体育館 )
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信頼の時を刻んで50年
本年創立 50周年を迎えま した
今後共よろ しくお願 い申 しあげます

松阪伊勢信用金庫

営業品種

協力工場

昭和電線電覧KK二重工場

日立金属KK桑名工場

富士電機KK二重工場

三菱電機鰍名古屋製作所

金鋳型 Zエ
ルモ
省各種機械設計製作

襲北勢鉄工所
代表者 JH 瀬 将 逸
二重県員弁郡北勢町下平 1881番地
丁EL(o59472)253■ C)

晶暑篭懸讐続KK萱豊王彗協力工場
専用機・鋳造 ライン・ 自動化・集塵装置の専門メーカー

あ な た の 職 場 を楽 し くす る

日 高 工 業 lal
代表取締役 鶴  田 正  道

桑名市江場松原 1681 電話 (0594)22-■ 52■ 代)

ヽ

ヽ



松阪市内旅館一覧表

宿 仝
ロ

名 経 営 者 氏 名 所 在 地 電 話 番 号

牛 銀 小 林 銀之助 松阪市魚町1618 ②  0404

荒 木 屋 荒 木 キヌエ 示田丁220 ②  0596

千 代 阪 本 俊 一 戻受田丁 ②  2501

伊 勢 屋 奥 野 好 子 ク 茶与町45 ②  4800
′心 舘 中 尾 健 一 ″  民彙田丁1228 ②  4877

梅 庄 仲 村 て つ ク 五十鈴町43 ②  0401

金 華 園 ′
1ヽ  ′|| た き ″ 愛宕町 4の 1 ②  0387

/1ヽ 西 屋 小 西 英 吉 ′ヽ田丁2160 ②  7062

敷 島 舘 井 田 す え //  Jド田丁2091 ② 1637

翠 松 閣 内 田 宇佐美 ″  殿田丁1344 ②  5532

鯛 屋 前 川 儀 八 日里子田丁780 ② 0151
中 出 屋 中 出 柳二郎 ク ,奏田丁171 ②  0337
二
日 喜 河 崎 晴 代 西ノ庄243 ② 0241
花 家

'可

 袷ド     ロ召 ク 平生町1511 ②  0764

,両 喜 角 田 良 子 ク   フコロ∫2587 ②  0034

丸 山 旅 舘 丸 山 重 雄 //  剰7田丁900 ②  0760

武 蔵 竹 中 貞 世 ″ 愛宕町105 ②  0634

森 田 屋 森 田   進 ″   H卜田丁2054 ②  0068

水 楽 本 舘 西 瀬 茂 司 ″ 南町 ②  2325

永ヽ 楽 舘 ″ 春日町 ② 1785

若 松 舘 西 日 正太郎 ″ 茶与町 ②  5482

栄 屋 藤 原 さだえ ク  日里予田丁655 ②  1347

松 尾 旅 館 小 倉 あや子 ″ 日野町640 ② 0656

快 楽 一子 脇 田 こやす ″ 中町 ②  0222

丸 中 瀬 古 八 ″  日里予田T ②  3394

新 月 水 谷 幸 輔 ② 2174
松 屋 安 田 繁 芳 ″ 白粉町 ②  0958

月 清 水 二 郎 ク  ロ胃田丁 ②  1844

鶴 八 奥 ,‖   秀 ク 垣鼻町 ②  1406

王
４￥ 山 本 将 雄 ″ 五十鈴町 ②  1447

大 |1 田 藤  ,馬 ″ 川井町 ②  3034

大 高 市 静 子 ャ奏田丁 ②  0957

み な と 江 藤 和 男 ″ 本町2239ノ 1 ②  0628

本 屋 山 本 孝 子 示田丁 ②  2030

み ど 荘 石 井 駒 蔵 ″ 京町 1区 ②  2452

た 家 山 本 麻 枝 //   万ミ田丁 ②  l160

有 明 旅 舘 金 本 勝 男 ″  //9ノ 3 ②  3826

い づ み 荘 堀 口 修 二 ク  ″ 21ノ 5 ②  7204

協 進 旅 舘 長谷川 秀 吉 ″    ″ 26 ②  1380

殿 荘 村 瀬 定 子 ″ 殿町 ②  1814

荒 井 増 井 花 子 万ヽ田丁214 ②  2290

き う く 旅  館 成 次 安 男 //  ヵR田丁 ②  4549
た つ み 旅 館 合 善兵衛 ″ 南町 ③  6934
つ る や 青 木 勝 見 ク 早馬瀬町 ③  2420

中部自転車二重支部宿舎 ク 春日町 ②  0066
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祝第24回全日本実業団バトミントン選手権大会

冨主電籐製造淵頭含社
三重工場

静粛設

富士ルームエアコン

株式会社 三 栄 富 士

四日市市富士町2-3 T E L31-6588

ヽ

夏の肌は、夏むきのお手入れから。 資生
…
舛ルリレ

鸞資生堂
ヽ

ヨネックス 0カ ヮサキ。フレッドペリ取扱店

スズ カ スポー ッ
近鉄白子駅東口 TEL〈 0593〉 87-6302
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輸 送 案 内
第 24回 全 日本 実 業 団 バ ドミン トン選 手権 大 会競 技 期 間 中 にお け る選 手監 督 役 員 、 その他
大 会関係 者 の輸送 につ いて は、下 記 の要 領 に よ り実施 いた します の で 、 ご利 用 され た くご
案 内 いた します。

言己

1.宿舎 へ の輸 送 、競 技 会場 、練 習 会場 へ の輸送 、 開 会式 、閉 会式 へ の 参 加 者輸送 等 は距 離
の遠 近 に か か わ らず原 則 と して輸送 は実施 いた しませ ん ので 、参 加者 は最 寄 りの 交通機 関
を ご利 用 下 さい。(別紙 路線 バ ス運 行 時 刻 表 参 照 )
2.大会期 間 中 の 5日 FH5(6月 25日 ～ 6月 29日 )及 びその前 日 (6月 24日 )は月J言己の とお り定 期
巡 回 マ イ クロバ ス (2台 )を運 行 いた します ので ご利 用 下 さい。

巡回バス路線及び

巡回停留所位置図

至飯高町

ヽ   バス停

至多気町

至
岩
内
　
、

至津市R23号

6
競輪場

10

◎

二重高



自然保護に

石油化学が

役だち始めています。

失われていく木本オ・…・・

それに

替わる素材 として

プラスチックが活躍

その製品が

暮 らしの中に広まるほど

山に緑がふえていきます。

自然を守るノ

このむずかしい仕事に

参加するのも   ●

本社  東京都 千代 田 区 丸の内 2-5-2
三菱ビルデング 03く 283〉 5511(案 内台 )

大阪支店 06く203〉 2301

名 古屋 支店 052く 563〉 54‖

九州支店 092く
'21〉

7733
北海道 支店 011く 241〉 2431

ヽ

ヽ

==豊
庵]田イL

・゙
．
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―
―
Ｉ
Ｌ
鬱
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・
■"  ″ `・ :
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停
留
場

回

散

清
光
寺
①

市
役
所
②

城
　
横
③

殿
　
申
④

新
松
阪
⑤

中
部
士
⑤

大
黒
田
⑦

専
士冗
公
社
③

松
　
高
③

郵
便
局
⑩

愛
宕
川
①

清
光
寺
①

1
8 :00
00 7

2
．
．
５０

9 : 00

3

9 : 00

40

4
10 : 00

30

11 :00

4

…

２０

12:∞
0

12 : 00

10

13:∞
0 4

．
．
５０

14 : 00

3

‥

４０

15:∞
1

．
　

３０

16 :00
4

16 :00
20

17 : 00

0

◎ A系統マイクロバス運行時刻表

ン

◎ B系統マイクロバス運行時刻表

停
留
場

回

数

清
光
寺
⑤

愛
宕
川
⑤

郵
便
局
①

専
売
公
社
○

松

二品
◎

松
　
商
①

松
　
高
○

専
売
公
社
①

郵
便
局
①

愛
宕
川
①

清
光
寺
③

1
‥

∞

2
8 :00
45

9 :00
6

3
9 : 00

30

4
10 : 00

15

11 : 00
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11 :00
45

12 i Clll

6

12 : 00
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13 :00
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7

14 :∞
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・

・

‐５
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三菱石油株式会社特約店

小貞石油株式会社
本    社 0松阪市鎌田町247 TEL(05982)2-5338n

貰昇 晃 う
・ 松 阪・ 日野 町・ 大黒 田・ 三瀬 谷 0三雲

lF

ご あ ん な い

日本各地より

焼物・漆器・木工品・家具
ブルーダニュープ陶器 etc

海外より2F

二重県津市大門19-15(大門アーケード街)
PHONE(0592)2フ ー5024

家具・ 大理石・陶磁器
ガラス・鋼板・時計 etc

量量[ぶじEttΣ寛宅重諄蟹季
仕事の

新鮮 ′水のいらない

夏のフアンデーション

省 力 化 に一 役 ′

電設用機械工具

谷 □機 械株 式 会社
四 日市 市 十 七 軒 町 1番 27号
電話 (0593)52-3330

田

-70-



年 開 催 地 回  数
優 月券優準

チ ー ム 名 監  督  名 選   手   名 チ ー ム 名 監  督  名 選   手   名

男

子

団

体

東 京 都 第 1回
紙

場
＞

製

工
山

条
木

富

十

伏
＜

石 上   実
筆 谷  浩 仁
宮 下  芳 一
佐 野 善 次 郎

正

夫

一
郎

粂
友

一慎

水

　
谷
村

清

工
釣

正

ト ヨ タ
自 動 車
(■知 )

和 男,西巻

平

夫
行

真

和

義

月

　
川

岩
蟹
中

秀
市
暁
男

家
鉱
　
和

羽

池
本

巻

上

小
貝
酒

1953 横 浜 市 第 2回
十 条 製 紙
伏 木 工 場
(富 山 )

正 村 慎 一 郎

正
夫
一
粂
友

清 水
工
釣 谷

郎

仁

一
郎

一
浩
芳

次

慎

　

　

善

村

谷

下
野

正
筆

宮

佐

ト

ツ
Ｄつスポ．［
秋 元  幾 男

岡   淳 一  秋 元  幾 男
相 馬  万 吉  井 上  正 春
脇  養 次 郎

長 崎 市 第 3回
紙
場
＞

製
工
山

条
木
富

十
伏
＜

石 上   実

実

夫
仁
郎

粂
浩
次善

上
　
谷
野

石
工
筆
佐

正

一
一
男

芳
友
久亥

水
下
谷
木

情
自
詢
籠

産
車
０
動
奈

日
自
締

カロ藤  国 男
雄

一
二

貫

清
源

地
好

岡

菊

三
宮

雄
彦

夫

秀

孝
隆

木
井

井

鈴

荒
酒

1955 名古 屋 市 第 4回
日本鋼 管
鶴 見 造 船
所
(神 奈 川 )

菊 間  昭 治
元
勉
美
春
光
富

尾
石
野
木

崎
砥
小
鈴

夫
久
豊
治

仲
昌
　
啓

原
藤
治
藤

菅
佐
佐
逮

夕
車
＞

ヨ
動
蜘

卜
自
＜

小 池  鉱 市

豊

徳

一
郎

智

純
司

津
城

賀

川

深

山
多
荒

市
秀

平

治

鉱

家
真

利

池

羽

月

川

小
上

岩
市

1956 高 岡 市 第 5回
紙
場
＞

製
工
山

条
木
富

十
伏
＜

清 水   正
清 水   正  佐 野 善 次 郎
釣 谷  友 一  荒 木 亥 久 男
宮 下  芳 一  筆 谷  浩 仁

日本 鋼 管
鶴 見 造 船
所
(神 奈 川 )

菊 間  昭 治

元
勉

美
春
光

富

尾
石

野
木

崎
砥

小
鈴

資

久

豊

治

良

昌

　

啓

枝
藤

治
藤

国

佐

佐

遠

高 松 市 第 61=J
紙
場
＞

製
工
山

条
木
富

十
伏
＜

清 水   正

正

一
之

一

友
則

芳

水

谷

川
下

清
釣

品

宮

生 r子 1事ンk農 5
龍木 亥 久 男
職谷  浩 仁
扇沢  三徳

管
船
　
哺

］
無
所
［

昭 治菊 間

膚
村
膚

劇

菊

国

遠

佐

昭
良
啓
昌

豊
美
勉
春

光
　
富

治
野
石
木

佐
小
砥
鈴

治
資
治
久

岐 阜 市 第 71口 l
紙
場
＞

製
工
山

条
木
富

十
伏
＜

清 水   正
荒 木 亥 久 男
佐 野 暮次 郎
清 水   正

一
徳

之

友

三
則

谷
沢

川

釣

秋

品

日本 鋼 管
鶴 見 造 船
所
(神奈 川 )

昭 治菊 間

治

資
豊

哉

啓

良

　

余

藤

枝

治

佐

遠
国

佐

十

泊
春

春

久

昭

富
光

昌

間
木

野
藤

菊

鈴

小

佐

1958 礼 幌 市 第 81可
十 条 製 紙
伏 木 工 場
(富 山 )

清 水   正
荒 木 亥 久 男
佐 野 善次 郎
大 野  幸 雄

一
徳
之

友
三
則

谷
沢
川

釣
扇
品

日本鋼 管
鶴 見 造 船
所
(神奈 川 )

昭 治菊 間
光

富
三

治

野
木

川

佐

小
鈴

石

治

久

夫
孝

啓
昌

信

藤

藤

原

壁

遠

佐
管
真

1959 善 通 寺 市 第 9〔●I
十 条 製 紙
伏 木 工 場
(富 山 )

清 水   正

之
男
雄
正

則
幸
英楽

川
野
須
水

品
大
加
清

荒 木 亥 久 男
扇 沢  三 徳
江 守   清
佐 野 善 次 郎

礼幌 鉄 道
管 理 局
(北海 道 )

西 木 秀 一 郎

井 川   誠  長 山  森 久
熊 倉  昭 二  島   辰 雄
平 沢  啓 裕  有路  信 彦
渋 井   明

1960 名古 屋 市 第 101口 l
紙
場
＞

製
工
山

条
木
富

十
伏
＜

清 水   正
之
男

夫

則

幸

昭

川
野

田

品
大

山

男

徳

清

久
三

亥木

沢

守

荒

扇

江

電 電 東京

(東京 )
並 木 万 次 郎

肇

一
英
竜
克

戸
本
島

貝
岩
北

童
浩
広

高橋
″tオす
喜 多川

1961 倉 敷 市 第11〔II
紙
場
＞

製
工
山

条
木
富

十
伏
＜

清 水   正
員」反と
幸 男
昭 夫

川
野
田

品
大
山

男
徳
清

久
三
亥木
沢
守

荒
扇
江

電電 東 京

(東京 )
並 木 万 次 郎

男

浩

之

忠

克

野
村

林

星

沢

小

童

肇

広

橋
戸

多

高

員
喜

1962 熊 本 市 第 12[口 |

電 電 東 京

(東 京 )
並 木 万 次 郎

星
富
沢
森

忠

　

久喜

井 門  鎮 雄
員 戸   肇
喜 多川  広

夕
車
＞
ヨ動蜘

卜
自

＜
多賀  純 ―

佐 藤  忠 史  小 宮  好 雄
岩 后  隆 昭  勝 田  照 夫
赤 羽  茂 治  多賀  純 一

三 条 市 舞与13[]
夕
車
＞
ヨ動蜘

卜
自

＜
多賀  純 一

〓

丼
一Ｅ
■
´

小
板

勝

多

好 雄  北 田  寛 一
善 憲  岩 戸  隆 昭
昭 夫  鈴 木  紀 元
元 靖

電 電 東 京

(東京 )
高 橋   章

星
井

沢

富

男

雄
力

豊

忠

鎮
男
肇
浩

久喜谷
戸

村

森

員

沢

松 山 市 第 141口 I

夕
車
＞
ヨ動蜘

卜
自

＜
深 津   豊 鈴 木  紀 元  小 宮  好雄

杉 政  和 男  板垣  善憲
電 電 東 京

(東京 )
星 野  忠 男 沢 田   力 星 野  忠 男

鈴 木  幸 春  井 門  鎮 雄

北 九 州 市 舞与15 Lpl
ト ヨ タ
自 動 車
(■知 )

山 越  智 徳

■

を

Ｂ

コ

小
長
杉
多

好 奏
川 敏 僣
‖召

'靖 乏

憲
元
広

善
紀

一

垣
木
林

板
鈴
小

電 電 東京

(東京 )
星 野  忠 男

雄
春

男

鎮

幸

久喜

門

木

谷

井

鈴

森

男

力

六
樹

忠

　

十

良

野

田
上

倉

星

沢

田
横

大 阪 市 第16 fOl
ト ヨ タ
自 動 車
(愛知 )

深 津   豊

■

を

り

●

小
長
杉
多

憲

司

広

善
武

一

垣

沢
林

板

安

小

雄

彦

男

ク

好

敏

和
遺

電 電 東 京

(東京 )
星 野  忠 男

星 野  忠
鈴 木  幸
森 谷 喜 久
横 倉  良

男
着
男
樹

雄

六

三

鎮

十
泰

門

上

野

井

田

日

勝 山 市 第 171:1
夕
車
＞
ヨ動蜘

卜
自

＜
深 津   豊

小 宮  好 雄  板 垣  善 憲
長 谷 川 敏 彦  安 沢  武 司
小 林  一 広  牛 島  秀 雄
伊 藤  一 夫

マ
ト
＞

ヤ

ツ
京

ネ
ケ
東

ヨ
ラ
＜

秋 山  真 男
平
作

作

一
嘉

広

島

川

山

小
西

米

男

雄
吾

真

俊
賢

山

川

山

秋
藤
篠

1968 諫 早 市 首諄18 1ll
夕
車
＞
ヨ動蜘

卜
自

＜
深 津   豊

善 憲
武 司
秀 雄

垣

沢
島

板

安
牛

雄
彦

広

夫

好

敏

一

一

宮
谷
林

藤

小
長

小

伊

電 電 東 京

(東京 )
鈴 木  幸春

六
三
昭

十
泰
義

上
野
野

田
日
星

春
男
樹
二

幸
久
良
健

喜
木
谷
倉
木

鈴
森
横
鈴

1969 釜 石 市 第 19回
夕
車
＞
ヨ動蜘

卜
自

＜
深 津   豊

肩
灘
ガ
リ

武
好
敏

一

沢
宮
谷
藤

安
小
長
伊

保

憲

雄

善

秀

島

垣

島

松

板

牛

電 電 東京

(東京 )
鈴 木  幸春

男
樹
二

久
良
健

喜谷
倉
木

森
横
鈴

春
三
昭
享

幸
泰
義

木
野
野
田

鈴

日
星
山

1970 高 松 市 纂ヽ 201::l
マ
ト
＞

ヤ

ッ
京

ネ
ケ
東

ヨ
ラ
＜

一 平′1ヽ 島
一 平  栂 野 尾 8召一
正 信  米 山   勇

′卜 島

鈴 木

夕
車
＞
ヨ動蜘

卜
自

＜
深 津   豊

板
小
松
東

司

雄

短

武

秀

卓

安 沢
牛 島
堀

憲
広
保
二

義
一　
修

鹿 児 島 市 首胃211口 l
夕
車
＞
ヨ動蜘

卜
自

＜
小 宮  好 雄

＝

距

殿
畠

小
板
本
松

一 宏  牛 島  秀 雄
善 憲  安 沢  武 司
順 次  松 島   保
信 之

電電 東 京

(東京 )
鈴 木  幸春

昭
孝

行

義

信

一

野

田
林

星

池

小

雄

二
和

夫

久

健
秀

綱

喜谷
本

田
本

森

鈴

町

野

茂 原 市 纂
=22 LJ

高   岡
市 役 所
(富山 )

中山  邦 夫
勉
男
男
光
和

泉
野
田

今
牧
京

之
次
男
キ

博
順
照
郭

村
村
林
山

河
関
宮
中

崎

卜
＞
ッ
京
ケ
東

河

ラ
＜

福 井  正 康

之
樹
満

孝
秀
茂

合
川
井

落
宮
今

一
英
晃
男

栄
克
　
寿木

井
津

々

堺
平
川
佐

石 岡 市 第 23[■ l
電 電 東京

(東京 )
幸 春鈴 木

孝

行

裕

信

一
安

田
林

谷

池

小

浜

二
和

男

一

健
秀

光
淳

本

田
所

児

鈴

町

田
田

マ
ト
＞

ヤ

ツ
京

ネ
ケ
東

ヨ
ラ
＜

一 平′
lヽ 島

栂 野 尾昌一
鈴 木  正造
菅原   薫

平
一
勇
夫

一
純
　
忠

島
戸
山
葉

小
木
米
千

y

ン

過 去 の 栄 冠 (1)
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祝 第24回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

各 種 運 動 用 品

四 日市 市諏 訪 町 13-3 幸 栄 ビル 内

大 喜 ス ポ ー ツ 店

カ メ ラ と 8m/の 店

サンカメ ラ店
四 日市市本田丁(国鉄踏切横)852-8904

ヽ

四 日市 市 中部 6番 16号

不二屋運動具店
TEL(0593)ΞΞttE[]:]7

‐

フジフイルム ニ重県指定ラボ
マ イ ク ロ 写 ξ尋     (日 本マイクロ写真協会員 )

青  写  真  四日市市中浜田町
1-25

轟
レ
√呈 山路工業株式会社

代 表 取 締 役
山 路 多

一 郎

容 0593)54-2642は )

_ 7, 一



ン

過 去 の 栄 冠 (2)

年 開 催 地 回  数
優 準 優

チーム名 監 督 名 選  手  名 チーム名 監 督 名 選 手 名

女

子

団

体

東 京 都 第 1回
夕
車
＞
ヨ動
蜘

卜

自

＜
酒巻 和男 保田 久子 伊与田照子山本 満子 吉永千代子

日本コロ
ン ピ ア
(神奈川 )

荒木とみ子 奥 谷 喬代 荒川とみ子

横 浜 市 第 2回
夕
車

＞
ヨ動
蜘

卜

自

＜
酒巻 和男 保田 久子 伊与田照子山内登美子 藤井 宣子

日本コロ
ン ピ ア
(神奈川 )

中野 一夫 奥谷 喬代 荒川とみ子

長 崎 市 第 3回
夕
車
＞
ヨ動
蜘

卜

自

く
小池 鉱市 子

子
久
雪

田
田
保
山

伊与田照子
水野 きみ子

日本コロ
ン ピ ア
(神奈川 )

伊藤 隆文 ′Jヽ本ト 歌子 荒川とみ子

名古屋市 第 4回
台
局
＞政誠

仙
郵
＜

高橋率太郎
谷津 京子 西堀富美子
佐藤 範子 栗山 栄子

ロ

ア
ム
リ
”″ｍ

伊藤 隆文 荒川とみ子 大川 良子小林 歌子

高 岡 市 第 5回
日本コロ
ンピア
(神奈川)

伊藤 隆文 小林 歌子 芦川とみ子大川 良子
台
局
＞
便
誠

仙
郵
＜

高橋率太郎
谷津 京子 西堀富美子
佐藤 範子

高 松 市 第 6回
山
所
＞役帥

岡
市
＜

崎本幸二郎 権田 節子 光本 政子
夕
車

＞
ヨ動
蜘

卜

自

＜
深津  豊 大沢 節子 花井 洋子

岐 阜 市 第 7回
森岡経理
事 務 所
(香川 )

川崎  智
子
子
桂
美貴

上
岡
井
森

横井キヌエ
山
所
＞
役
剛

岡
市
＜

梶原  馨 権田 節子 小林 桂子光本 政子

札 幌 市 第 8回
森岡経理
事 務 所
(香川)

川崎  智 横井キヌエ 山下 久子
山
所
＞
役
剛

岡
市
＜

山上 周之 権田 節子 光本 政子

善通寺市 第 9回
岡
所
＞役割

高
市
＜

清水  正 高島 洋子 中島 玲子
森岡経理
事 務 所
(香川)

川崎  智 横井キヌエ 山下 久子

名古屋市 第10回
岡
所
Ｉ乱

一品
古
り
、

中山 邦夫 高島 洋子 中島 玲子
帝国石油

(秋田)
相場 清一 木村 政子 横山 満 子

1961 倉 敷 市 第■回
帝国石油

(秋田)
相場 清一 木村 政子 高橋 奉子横山 満子 長崎 文子

岡
所
＞
役
帥

高
市
＜

中山 邦夫 高島 洋子 中島 玲子

熊 本 市 第12回
金森藤平
商  店
(富山)

島井 政雄 橋 美智子 酒井美智子
琴平電鉄

(香川)
竹内 恭 平

横井 文子 森  久子
宮武 範子 山下 由子

1963 三 条 市 第13回
帝国石油

(秋田)
相場 清一 子

子
満
奉

山
橋
横
高

長崎 文子
伊藤美津子

琴平電鉄

(香川)
有馬 正 作 好軒辞

餅
試
測
好
好
断

外鴎
森
岬

1964 松 山 市 第14回
琴平電鉄

(香川)
有馬 正作

横井 文子 宮武 範子
森  久子 山下 由子
田島外茂子 渡辺百合子

夕
車
＞
ヨ動
蜘

卜

自

＜
深沢  豊

子
代
順
昌

田
田
粂
和

子
子
子

信
枝
妙
三井

林
土
橘

1965 北九州市 第15回
琴平電鉄

(香川)
有馬 正作

横井 文子
渡辺百合子

子
美
久
照水

森
清

夕
車
＞
ヨ動
蜘

卜

自

＜
深沢  豊

子
子

子

子

枝

順

弘

信

三井

田
塚

土
粂

大
状

橘   妙 子
和 田  昌 代
武 田  初 代

大 阪 市 第16回
琴平電鉄

(香川)
有馬 正作

子
美
子

合
照
泰

百辺
水
川

渡
清
細

子
子
江

文
範
真

井
武
本

横
宮
山

電電東京

(東京 )
星野 忠男

子
子
子

み
貞
美

と

留

木
藤
内

有
金
叶

子
子
恵

文
柳

部
木
本

真
鈴
鈴

勝 山 市 第17回
琴平電鉄

(香川 )
有馬 正作

子
子
子

文
範
泰

井
武
川

横
宮
細

渡辺百合子
山本 真江

電電東京

(東京)
星野 忠男

子
子
子

み
悦
治

木
下
井

有
日
土

叶内留美子
岡部ふさ子
鈴木 柳子

諌 早 市 第18回
電電東京

(東京)
富田  豊

粁
子
汗
諄

卜
治
美
田

木
井
仲
自

有
土
田
奉

日下  悦 子
岡 部 ふ さ子
櫛 毛  ミキ

北辰電機

(東京 )
植田 耕司 子

子
も
博

橋
上
高
山

水野小夜子
新田児フミ

1969 釜 石 市 第19回
夕
車
＞
ヨ動
蜘

卜

自

＜
北田 寛一

子

子

子

節
和
令
美
田
子
中

太
金
竹

美
子
子
代

明
つ
恵
番

む

野

沢

倉
水

上

深

吉

嬌

動
機
＞

自
　
知

田
　
愛

豊
織
＜

上原 信彦
辻田 京子 大橋美和子
工藤美佐子 鈴木 葉子

高 松 市 第20回
琴平電鉄

(香川)
香西  章 子

子
泰
孝

川
浦
細
薗
江
子
真
りる

本
上
山
井

工
都
＞

自
　
都

菱
　
京

三
京
＜

岡本 宏也

子
み
枝

つ

三
む
下
井
山

永ヽ
り
子
子

お
繁
サ

か

　

フ

井
崎
林

永
岡
小

鹿児島市 第21回
四
行
＞

十
　
割

百
銀
＜

柴田 隆男
り
子

子

子

ど
幸

美

謳

み
　

恵

本

本

坪

置

山

福

大

キ

赤 沢 ひ ろ子
小 西  幸 代
森   清 美

電電東京

(東京)
鈴 木 幸春 子

子
さ
治
ま
子
津
幸

井
久
井

土
阿
藤

奈良岡洋子
横山光子

茂 原 市 第22回
三菱電機
伊  丹
(兵庫 )

萩野 一夫
子
美
子

よ
照
睦

山
場
野

柴
大
牧

子
子
子

弐
弘
初

久永
崎
崎

福
高
尼

電電東京

(東京 )
鈴 木 幸春

子

子

子

さ
幸
泰

ま
　

原

津

丼

笠

久

藤

小

阿

子

子

子

子
光
茂

東

洋浦

山

崎
閃

松

横

石

竹

石 岡 市 第23回
マ
ト

＞

ヤ

ツ
京

不ヽ
ケ
東

ヨ

ラ
＜

木戸 純一
子
子
子

悦
き
京
た
中
妻
江

竹
我
大

相沢マチ子
佐久間雅子
岩淵 順子

四
行
＞

十
　
割

百
銀
く

柴田 隆男
美
子
子
子

秀
清
房
豊

東
藤
内

口

川
安
山
山

森   清 美
石 井 マ リ子
長 尾  弥 生

ン

-73-



勝利に導く

信頼とサービス

…… 必勝 ′富士電機 … …

スキー・ゴルフ運動用品全般

テ雨]こ ,可倉りl1341-l TEL 31-3604

(近鉄 阿倉川 駅下車西 5分 )

四日市市東阿倉川341-l TEL

カシオ計算機 。オ リベ ツテ イタイプライター
事 務 機 械 ・ 文 具 。画 材

有限  ~
会社  _ コ イ
松 阪市湊 町  TEL2-0549代 )

伊 勢志摩 国立公 園

安楽島～150M
山項にそびえる 9階建
の近代的ホテル

東京案内所
東京都豊島区駒込 1丁 日29
松本 ビル ● 00945-06,8
TELEX東 京 2722-950

名古屋案内所
名古屋市中村区鷹羽町123
高架 ビル 1階清正公街
● (052)451-6006

鳥羽市安楽島町字高山107573
● (05992)5--61 1 1
TELEX鳥 羽 4973780

大阪案内所

大阪市天王寺区茶
`ヨ

山町37
米田 ビル 2階 ● 007792283
TELEX大 阪 5277971

鳥羽ロイヤルホテル
＾
）

祝 第 24回全 日本 実 業 団 バ ドミン トン大 会

人 と魚のたの しいメルヘンの世界

オ旨定

TEL(05992)5-2555代 )



一 般 男 子 (単 )

回 数 年 度
優 準   優   勝
氏  名 所  属 氏  名 所  属

1963 .jヽ宮  好 雄 夕

菫
ヨ
勧

卜

自 板 垣  善 憲
夕

車
ヨ
動

卜

自

14 1964 小 宮  好 雄 ト ヨ タ
板 lB 善 憲

ト ヨ タ
自 動 車

15 1965 板 垣  善 憲 ト ヨ タ
自 動 車

沢田  カ 電 電 東 京

1966 板 垣  善 憲 夕
車

ヨ
動

卜
自 安 沢  武 司 夕

車
ヨ
動

卜
自

秋 山  真 男 マ
ト

ヤ

ツ

ネ

ケ

ヨ

ラ
板 垣  善 憲 ト ヨ タ

自 動 車

1968 小 島  一 平 ヨネヤマラケット
宮 永  武 司 明 治 生 命

4ヽ島  一 平 ヨネヤマ 渡 辺  直 人 横   浜
市 役 所

/jヽ島 一 平 マ
ト

ヤ

ツ

ネ

ケ

ヨ

ラ
鈴 木 健 二 電 電 東 京

1971 本 間 順 次
夕
車

ヨ
動

卜
自 今 泉   勉 高   岡

市 役 所

1972 本 間 順 次 ト ヨ タ
栂 里子尾 昌 一

ヨネヤマ
ラケ ント

本 間 順 次
夕
菫

ヨ
動

卜
白 小 島  一 平 ヨネヤマラケ ノト

イ

過 去 の 栄 冠 (3)

混 合 (複 )

一 般 女 子 (複 )

l:'I散 年 度
優 母券 準 優

氏  名 所  属 氏  名 所  属

1963 横 井  文 子
森   久 子 琴 平 電 鉄

橘  美 智 子
酒 井 美 智 子

金 森 商 店

14 1964 横 井  文 子
森   久 子 琴 平 電 鉄

田 島 外 茂 子
宮 武  範 子 琴 平 電 鉄

15 横 井  文子
森   久子 琴 平 電 鉄

横 山  満 子
高 橋  奉 子 帝 国 石 油

1966
子
子

満
奉

山
橋

横

高 帝 国 石 油
近 藤  光枝
才脇  妙 子 丸 紅 飯 田

17 1967
子
子

文
合百

井

辺

横

渡 琴 平電 鉄
有 木 とみ 子
日下  悦 子 電 電 東 京

1968 11野  明 美
太 田  節 子

ト ヨ タ
自 動 車

有 木 とみ 子
田仲 美 津 子

電 電 東 京

1969 中野  明 美
太 田 節 子

ト ヨ タ
自 動 車

深 沢 むつ 子
金 子 美 和 子

ト ヨ タ
自 動 車

1970 池 田  栄 子
篠 山  和 江

三 菱電 機
伊   丹

山 本  真 江
細 川  泰 子 琴 平 電 鉄

21 木
木
湯
鈴

博 江
華 子

,可   崎
ラケ ′ト

工藤 美佐 子
紺野  幾 子 豊 田織 機

1972 湯 木  博 江
千 葉  陽 子

崎

トケ

河

ラ
井 上 る り子
薗浦  孝子 琴 平 電 鉄

相沢 マ チ子
竹 中  悦 子

マ
ト
ヤ

ツ

ネ
ケ
ヨ
ラ

石 崎  茂 子
今 田真 知 子

電 電 東 京

一 般 男 子 (複 )

回 数 年 度
優 1券 準    優    勝
氏  名 所  属 氏  名 所  属

1963 小 宮  好 雄
板 垣  善憲

ト ヨ タ
自 動 車

沢 田   力
井 門  鎮 雄 電 電 東 京

14 1964 小 宮  好雄
板 垣  善憲

ト ヨ タ
自 動 車

岡 崎
遠 藤

三
男
恵
真

甲   府
市 役 所

1965 小宮  好雄
板垣  善憲

夕
車
ヨ
動
卜
自

岡 崎  恵 三
遠 藤  真 男

甲   府
市 役 所

1966 板垣  善憲
安 沢  武司

ト ヨ タ
自 動 車

小宮  好雄
杉 政  和雄

夕
車

ヨ
動

卜
自

17 1967 秋 山  真 男
小 島  一 平

マ
ト

ヤ

ツ

ネ

ケ

ヨ

ラ
小 宮  好 雄
板 垣  善 憲

ト ヨ タ
自 動 車

1968 小 宮  好 雄
板 垣  善 憲

ト ヨ タ
自 動 車

星 野  義 明
鈴 木  健 二 電 電 東 京

1969 長 谷 川 敏彦
安 沢  武 司

ト ヨ タ
自 動 車

t「オす    1笙
樋 ロ  ー春

名 古 屋
鉄   道

′
]ヽ島  ~平
栂 野 尾 昌 一

マ
ト
ヤ

ツ

ネ
ケ
ヨ
ラ

健 二

信 孝
本
田
鈴
池 電 電 東 京

河 村  博 之

^真
  勧

高   岡
市 役 所

堺   栄 一
平 井  克 英

崎

トケ

河

ラ

栂 野 尾 昌一
木 戸  純 =´

マ
ト
ヤ

ツ

ネ
ケ
ヨ
ラ

博 之
勉

村
泉
河
今

高   岡
市 役 所

栂 野 尾 昌 一
木 戸  純 一

ヨネヤマ
ラケ ント

河 村  博 之
今 泉   勉

高   岡
市 役 所

[I散 年 度
lF 勝 準 優 月券

氏  名 所  属 氏  名 所  属

1963 蔵 本  文 子
小 宮  好 雄

夕
車
ヨ
動
卜
自

星 野  忠 男
有 木 とみ 子

電 電 東 京

1964 林   信 子
小 宮  好雄

ト ヨ タ
自 動 車

粂 田  順 子
板 垣  善 憲

ト ヨ タ
自 動 車

1965
子
憲
順
善

田
垣

粂

板
ト ヨ タ
自 動 車

土井 三枝 子
小宮  好雄

夕
車
ヨ
動
卜
自

1966 上 野  明 美
小 宮  好 雄

ト ヨ タ
自 動 車

河村  和子
盛野  博 之

高   岡
市 役 所

17 1967 小 宮  好 雄
上 野  明 美

ト ヨ タ
自 動 車

板 垣  善 憲
太 田  節 子

夕
童

ヨ
勧

卜

自

小 宮  好 雄
上 野  明 美

夕
車
ヨ
勤
卜
自

板垣  善憲
太 田  節 子

ト ヨ タ
自 動 車

1969 安 沢  武 司
金 子 美 和 子

ト ヨ タ
自 動 車

鈴 木  健 二
有 木 とみ 子

電 電 東 京

竹 中  礼 子
安 沢  武 司

夕
車

ヨ
動

卜
自 黎査岡欅撃 電 電 東 京

鈴 木  健 二
奈 良 岡 洋 子

電 電 東 京 詣‰鼎 電 電 東 京

堺   栄 一
湯 木  博 江

河   崎
ラケ ッ ト 譜りむ呉孝 電 電 東 京

1973 堺   栄 一
湯 木  博 江

崎

トケ

河

ラ
栂野 尾 昌一
竹 中 悦 子

マ
ト

ヤ

ツ

不
ケ

ヨ

ラ

一 般 女 子 (単 )

回 数 年 度
優 勝 準   優   勝
氏  名 所  属 氏  名 所  属

13 1963 横 井  文 子 琴 平 電 鉄 高 橋  奉 子 帝 国 石 油

1964 横 井  文 子 琴 平 電 鉄 森   久 子 琴 平電鉄

15 1965 横 井  文 子 琴 平 電 鉄 横 山  満 子 帝 国 石 油

1966 横 井  文 子 琴 平 電 鉄 近 藤  光 枝 丸 紅 飯 田

17 1967 横 井  文 子 琴 平 電 鉄 佐々ホフミ子
邦
ス一

東
レ

1968 l|k *-7 1
邦
ス一

東
レ 高橋 と も子 北 辰 電 機

1969 太 田 節 子
夕
壼

ヨ
動

卜
自 永 井 か お り

三 菱 重 工
京   都

1970 大橋 美 智 子 豊 田 織 機 山 本 真 江 琴 平 電 鉄

湯 木  博 江 河  崎ラケ ッ ト 相
沢 マ チ子

ヨネヤマ
ラケット

1972 湯 木 博 江
崎
トケ

河

ラ 石 崎  茂 子 電 電 東 京

1973 湯 木  博 江 河   崎ラケ ッ ト 竹 中 悦 子
ヨネヤマ
ラケット

30才 男 子 (単 )
回 致 年 度

優 準 優

氏  名 所  属 氏  名 所  属

13 高 見  広 治 新 潟 大 学 荒 川 司 郎 夕
車
ヨ
動
卜
自

14 1964 前 田  俊 一 丸 菱 商 事 溝 渕  英 二 国 際 電 電

15 粟 守 古 河 電 工 溝 渕  宏 二 国際電電

1966 遠 藤  啓 治 日本 鋼 管 堺   三徳 十 条 製 紙
伏   木

17 1967 遠 藤  啓 治 日本 鋼 管 iにオ寸 俊 平 国 際 電 電

18 1968 遠 藤  啓 治 日本 鋼 管 青 木   昇 日本 鋼 管

19 1969 遠 藤  啓 治 日本 鋼 管 itホす 俊 平 国 際 電 電

小 山  包博 神 奈 り11
県   庁 渋 井   明

国 鉄 北 海
道 総 局

1971 川 上 洋 一 不 二 越 遠 藤 啓 治 [,本鋼 管

川 上 洋 一
‐ 不 二 越 遠 藤  啓 治 日本鋼 管

1973 吉 田 邦 男 日立 戸 塚 宮 永 武 司 明 治 生 命
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西停ス
ヾノ丁田〈ロ

科
』
３７眼
『

県

一二
　菫 診 察 時 間

午 前 9時 ～ 12時
午 後 3時 ～ 6時
休 診  日

日 曜 ・ 祝 祭 日・ 金 曜 日 午 後

装いを創り 商品を護る″
ダンボール・パッキングケース

1響 山田段ボール株式会社
本社工場 日晶吾曹早侵潟llT昌′重fif輩 |ム
鈴蔵〒場 霙僣t岳ξ議轟テ害彗端 乞f輩嵩

´

‐

昭 和 石 油 特 約 店

栗田石油株式会社
本 社 津 市 岩 田 町 1220
給 油所  岩 田町 ・ 寿 町 。本 丸・ 高茶 屋 ・河 芸

ヽ

理想的な海の リゾー トホテル

政 府 登 録
国際観光旅館

藤 田観 光 株 式 会 社

儒言ココ′ll,雨
三重県鳥羽市  電話 (05992)5-325■

_ 7A _



回数 年度

優 準  優  勝

氏  名 所  属 氏 名 所  属

郎
次
司
経

荒川

谷沢

夕
車
ヨ
動

卜

自
夫
男
辰
幸瀬

林
広

日産化学

一幸
正康

崎
井
河
福

崎
トケ

河

ラ
郎
次
司
経

川
沢
荒
谷

夕

車

ヨ

動

卜

自

1965
山田 達也
吉田  昇

大日日本
電  線

夫

誠

義内

中

池

浜

九善石油

松  山

1966
平

二

俊

宏

村

淵

武

溝
国際電電

佐々木義政
浅井  譲

国  鉄
後藤工場

二
豊
啓藤

治
遠
佐

日本鋼管
武村 俊平
松浪鋭四郎

国際電電

1968
啓治
昇

藤
木
遠
青

日本鋼管
淵上 英紀
勝野 雅文

州
所
九
役
北
市

1969
二

平

宏

俊
溝淵
武村

国際電電
紀
文
英

雅

上

野

淵
勝 +を 得

雄
徳
幸
三

野大

堺
十条製紙

伏木工場
博

元

包
靖

山
丸
小
中

川

庁

奈神

県

雄
徳
幸

三
野大

堺
十条製紙

伏木工場
遠藤 啓二
青木  昇

日本鋼管

雄
徳
幸
三

野大

堺
十条製紙

伏木工場
昭
雄
義
鎮野細
電電東京

雄
徳
幸

三
野大
堺

十条製紙

伏木工場
航
己勝

原
九

藤

田

三井造船

二  野

30才 男 子 (複 )

40才 男 子 (複 )

過 去 の 栄 冠 (4)

40才 男 子 (単 )

F・・
°°
・
・・
・
・●●・・●・・●・・●

00●・ |

Φ

:  表紙の説明

:  
松阪市が生んだ文学

Φ 者本居宣長 が蒐集 した

: 
古鈴 が現在七個保存 さ

] れていて、中央 がよく

: 
知 られている駅鈴です。

Φ

じ ..。 。.。。..・●●●●・・●・・●●●●・

「

Φ

§

Φ

Φ

Φ

§

Φ

…

§

Φ

Φ

Φ

ぶ

回数 年度

優 準  優  勝

氏  名 所  属 氏  名 所  属

相場 清一 帝石秋田 越智 動也 住友化学
菊  本

1964 三沢 英二
州

所

九

役

北

市
安藤 八郎 住友化学

菊  本

1965 三沢 英二
州

所

九

役

北

市
越智 勤也 住友化学

菊  本

1966 三沢 英二
州
所
九

役

北

市
作原 好二 神戸地裁

1967 越智 勤也
住友化学
菊  本 森脇  警 国際電電

中島 泰二 村
所役

大
市

三 沢 英二
州

所

九

役

北

市

1969 浜中  誠 丸善石油
松  山 中島 泰

二
村

所役

大

市

浜中  誠 丸善石油
松  山 千葉 重

信
住友化学
菊  本

1971 浜中  誠 丸善石油
松  山 中島 泰

二
村

所役

大

市

1972 畑  忠雄 福井県庁 浜中  誠 九善石油
松  山

浜中  誠 丸善石油
松  山 中島 泰

二
村

所役

大

市

回数 年度

勝優 準  優  勝

氏  名 所 属 氏  名 所  属

13 1963 相場 清一
矢作

帝石秋田
東

降井

男

一

芳

欽
産
車動

日

自

也
郎
動
八

智
藤
越
安

住友化学
菊  本

庄 一

任

本

上

谷

池

松

所役

一高
市

二
良
英沢

本
一二
坂

州
所
九
役

北

市

也
郎
動
八

智
藤
越
安

住友化学
菊  本

徳
豊
智城
津
山
深

夕

車

ヨ
動

卜

自

二
良
英沢

本
一二
坂

州
所
九
役
北
市

17
徳
豊
智城
津
山
深

夕

車

ヨ
動

卜

自

谷口 房治
久代貫二郎

久 代 い

1968
恵田

元

江

諫 慎一

田
所役

日
市

也

夫

勤

貞

智

本

越

松
住友化学
菊  本

恵

一慎
田
元
江
諌

田

所役

日
市

井原平八郎
松恭 昌俊

国  鉄
後藤工場

松永 恭昌
佐々木義政

国  鉄
後藤工場

守

宏

藤

沢

後

井

屋
道

古名
鉄

守
宏

藤

沢

後

井
名 古 屋
鉄  道

松永 恭昌
佐々木義政

国  鉄
後藤工場

1972
横井

谷口

男

夫

虎

金
ク ラ レ
西条工場

佐々木義政
浅井  譲

国  鉄
後藤工場

男

夫

虎

金
横井

谷口

ク ラ レ
西条工場

鵬
柾

崎
平
尾
大

機

戸

電菱一二
神
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電 気 ・ 計 装 工 事
設 計 。施 工 ・ メ ン テ ナ ン ス

卜装株式会社
四 日市事業所  四 日市 市 十 七軒 日J ll番 5号

電話 四 日市 (0593)51-2731

省 力化 自動 制 御 装 置 製 作

及 び 一 般 電 気 設 備 工 事 の 桑 電

桑 名 電 気 産 業
株式会社

ー

胃腸科・外科 0内科

院長 大 西 長 昇

５

２

８３

・

丁

４

田

一

部
２
黒
．
東
０３
市
５９
阪
＜松鯛軒轟

三
電

ヽ



_111リ 亀山方面」ヨ1国ロトリ鳥羽和歌山方面
発駅 時 ,そ」 着駅 接 続 発駅 時 ,そJ 着駅 接 続

伊 勢 市
4 59 5。 29 亀  ■b6 18

屋古
続
名
接
で
行
山
町
亀
湊

名 古 屋
23.36 1 。 13

紀 f】勝浦

5.43
紀州 5号急行

紀伊長島

5.10 6e57 亀  山7.46 松   阪 5.08 新  宮911
鳥  羽
6.∞ 7。 26

山

１４

亀 東  京
21.30 5。 46

紀伊勝浦
9 02

紀 伊 号 急 行
全 車 寝 台 指 定 席
事自鵞た '乳

'1 7 03
尾  鷲
5 27 7。 54 亀  山8.53 亀  山

6 03 6。 46 折   宮
.島   2,
7.31 8.30 亀  山9.17 亀  山

6.39 7.28 鳥  羽832
鳥  羽
8 10 9。 16

亀  山
10 25

山

１４

亀

8。 08 鳥  羽9.18
紀伊勝浦

6.02 9。 28
名 古 屋
11 08
紀州 1号急行
伊勢線経由

亀  山
7.59 8。 59 新  宮1311 接続 .島羽 9.24

天 王 寺
22.40 10。 28 名 古 屋13.08

名 古 屋
819 9。 41

天 王 寺
17 16
紀′111号急行

伊 勢 市
10.40 11。 40 亀  山12.29

山

０２

亀

9。 59 鳥  
羽

11.“

糸己tp月雰,甫
9.42 12。 35

名 古 屋
14 15
紀州 2号急行

亀  山
10 10 10。 57 伊 勢 市n41

新  宮
7 57 12。 50 亀  

山
13 36

名 古 屋
9.50 11。 07

天 王 寺
13 12

くろしお5号特急
全車指定席

鳥  羽
12 41 13。 35 亀  山14.55 京  都

9 20 11.28
鳥  羽
12.13 離 電鵜通殖

紀伊田辺

8.44

４

１

１ 3.56
名 古 屋
15.16
糸己り113f子 (ヨイテ
(伊勢線経由 )

名 古 屋
10.41 12。 06

天 王 寺
19.44
紀州 2号急行

紀伊田辺

5 50 15。 09 亀  
山
15.58

亀  山
11 06 12。 24 新  宮16 50

糸Ct'1方
'甫1236

４

１

１ 5。 46
名 古 屋
17.29
紀州 4号急行

亀  山
12 38 13.45 新  宮18.H

鳥   羽
13 34 15。 54 亀  

山
16.48

亀  山
14 56 14。 56 鳥  

羽
16.04

天 王 寺

9 10 16。 22
名 古 屋

17 42
特急 くろしお2号
伊勢線経由

名 古 屋

13 20 15。 07
串  本
19.27
糸己′113')埓ヨイテ

.鳥   羽
16.22 i7.17

京  都
19 30
志摩 1号急行

山

２４

亀

16。 24 新  宮20.39
新  宮
12 30 17。 24 亀  山18 07 名 古 屋

15.17 16.48
糸こイ升1,7甫

20 04
紀′114号 急行

イア ツ, II
17.02 17。 46 亀  山1841 亀  山

16 32 17.18 伊 勢 市1753
天 王 寺
10.30

４

１

１ 8.02
名 古 屋
19 25
紀,115号売ヨイテ

名 古 辱

15.22 18.13 天 王 寺5.CXl
′ら  'オ
17 46 8.42 亀  山19 28 亀  山

1808 19.06 鳥  羽20 14
和歌山市
7 03 9。 38 亀  山20.26 亀  lL

18 55 19.52 九  鬼22 36
.島   刀オ
19 18 20.14 亀  山21 01 亀  山

20 46 21。 44 イ, 勢 市22 19
鳥   2オ
20 20 21。 36 亀  山22 00
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18 33 2i。 56
東  京
6 30
紀伊号急行
全車寝台指定席



t\.v)v 60DL. エ レカ
・
ン トに、女らしく―― ―

“つめたいファンデーション"

たカギウステージカラーの夏。

む ら さ き
松 阪 市 日野 町

や 日野 町 の店② 1460

旗 0カップ0ト ロフィー 0メ タル 0バッチ製作

旗とカップの■ ●

株式会社より
四日市市北浜田町 1の 24(国道一号線)T E L011210

浦 谷製 函株 式会社

四日市市白須賀一丁目1番 10号

取締役社長 浦 谷 伊 一 郎

電話 31 -4525

‐
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各会場バス時刻表

ン

ン

松阪高校―→松阪駅前 (第 i会場 )

ulrla ９

　

一

１５

４５

一

２

３２

‐０

　

一

‐５

４５

一

２

３２

Ｈ
　
一　
５
　
一
２
２２

‐２

　

一
　

３〇

　

一
　

４７

‐３

一
£

Ｔ

①

・４

　

一

３０

２〇

一

４４

４７

・５

　

一

〇

３〇

一

１７

４７

‐６

　

一

５

４５

一
　

２２

松阪工業高校・殿町中学 (幸小学校前下車)一→松阪駅前 (第 20第 3会場)
時 間

行  先

松 阪 駅→幸小学校
２

３２

２

３２

２

３２

２

３２

２

３２

２

３２

２

３２

２

３２

２

３２

０

４０

０

４０

幸小学校→松 阪 駅

中部中学校←→松阪駅前 (第 4会場)
時  間

行  先

松 阪 駅→中部中学
⑩
３５
‐０

０

４５

⑩

４５

５０

‐５
⑩
５０

０

２０

３０

０２
０

０

２５

３０

中部中学→松 阪 駅 ７３７∞
⑫
３７
５７

０

２

４７

松阪商業高校←→松阪駅前 (練習会場 )

時  間

行  先
9

松 阪 駅→松  商 ⑮
５０

⑩

松  商→松 阪 駅 ⑫
５７ ①

-83-
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行  先

松 阪 駅→松

松  高→松 阪
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世界のパ ドミント界に新

風を吹き込むラケットが、

ついに誕生 しました。そ

の名は “オールマン:バ

ドミン トンを知 りつ くし

たカワサキが、最高級の

ラケットだけに与える、

とっておきの名前です。

抵抗を感じさせないバラ

ンスの良さ、手にしっく

りと馴 じむグリップの確

かな手ざわり、粘 り強 く

反発力に富んだシャフト

…そして、比類のない頑

丈さを秘めたフレーム。

これこそ、激戦を勝ち抜

くハー ドヒッターにしヽ
‐

わしい最高の武器。ざち

あなたも手にとって確か

めてください。

河崎ラケットエ業株式会社

力   は、
いま、 なゝ日日)からめざ
完成されだZりヽ
に て 以

オーJ

罰
11

＼
ヽ


